
11月は児童虐待防止推進月間でも  
主唱：厚生労働省、内閣府  

助けての  

小さなサイン  

受け止めて  
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見ない、聞か ない、も虐待です。  

虐待を受けたと思われる子どもを見つけたときは、児童相談所  

や市町村の窓口などに連絡（通告）してください。連絡（通告）  

した人の秘密は法律で守られています。出産や子育てに悩んで  

いたら、児童相談所や市町村の窓口に相談してください0  

オレンジリボン・キャンペーン  

垣亘1   オレンジリボン  



言葉にできなV）子どもの悲鳴を  
見ない、聞かない、も虐待ですム  

ひとりで、また一つの機関では、子どもを虐待から守ることはできません。  

「あなた」もネットワークの一員ですこ子どもを虐待から守るために協力してください。  

（ネットワークの関連機関）児童相談所・福祉事務所・市町村・保健所・保健センター、子育て支援センター、民生・児童委員、  

保育所・幼稚園、医療機関、学校、警察、児童福祉施設、民間の相談機関、地域の住民 など  

あなたのまわりに「虐待を受けたと思われる子ども」がいましたら、すぐに最寄りの児童  

相談所や市町村の窓口に連絡（通告）してください。通告は子どもを守るためのものです。  

医師や公務員の「守秘義務」違反にはなりません。また、連絡した人が特定されないように、  

秘密は守られます。  

身体的虐待   
殴る、蹴る、投げ落とす、激しく揺さぶる、  

やけどを負わせる、溺れさせるなど   

性的虐待   
性的行為の強要、性器や性交を見せる、  

ポルノグラフティの被写体にするなど   

ネグレクト   
家に閉じこめる、食事を与えない、ひどく不潔にする、  

自動車の中に放置する、保護者以外の同居人による虐待を放置することなど   

心理的虐待   
言葉による脅し、無視、兄弟間差別的扱い、  
子どもの目の前でドメスティックリ1イオレンスを行うことなど   

自分だけがうまく子育てできていない、  

助けてくれる人がいない、子どもの行動が気に入らない、  

この子がいなかったら、などと思ってしまい、  

自分を迫t一つめていたら。  

○  
●－－－－－－一一－－－－－  

かぞくだれ  
家族の誰かにたたかれたり、なぐられたりして  

いたおもなかはん 痛い思いをしていたり、お腹がすいてもご飯を  
もらえなかったりしていたら。  

じとうモうだんじょ  

なやちか そんなとき、ひとりで悩まず、お近くの児童相談所や  
し ちょう モん   まどぐち  

す                         そうだん お住まいの市町村の窓口などに相談してください。  

オレンジリボン・キャンペーン  

オレンジリボン   



主催：厚生労働省 協力：滋賀県／大津市／／滋賀県要保護児童対策連絡協議会   



苧どもの幸せのために～虐待・いのちを考える～  

プログラム  趣  

児童虐待に関する相談対応件数は依然として増加しており、特に子どもの生命が奪われるなど重  

大な事件も跡を絶たない状況において、児童虐待問題は社会全体で早急に解決すべき重要な課題と  

なっています。虐待の発生予防、早期発見・早期対応から虐待を受けた子どもの自立に至るまで、  

切れ目のない総合的な支援が必要とされています。   

こうした状況を踏まえ、平成16年度から、児童虐待防止法が施行された11月を「児童虐待防  

止推進月間」と位置つけ、児童虐待問題に対する社会的関心の喚起を図るため、その期間中、集中  

的な広報・啓発活動を実施することとしています。   

この児童虐待防止推進月間の取組の一環として、国民一人ひとりが児童虐待問題についての理解  

をより一層深め、主体的に関わりをもっていただくための意識啓発を図るとともに、民間団体、地  

方自治体、国などの関係者が連携を強化し、効果的な取組を進めていくための情報交換・情報共有  

等を図ることを目的として、標記全国フォーラムを滋賀県大津市で開催します。  

11月2日（日）  

開会セレモ＝－  

・開会挨拶  

・平成20年産児童虐待防止推進月間標語最優秀賞（厚生労働大臣賞）の授与  

・平成20年度要保護児童対策模範事業（児童相談所及び市町村関係機関）の表彰  

主  催  

「滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール」  

滋賀県大津市打出浜15－1  

厚生労働省  

シンポジウム  瀾醇  

協  力  

「子どもの幸せのために ～虐待・いのちを考える－J  

■コーディネーター   

野田 正人氏（立命館大学産業社会学部教授）  

1パネリスト   

西澤  哲氏（山梨県立大学人間福祉学部教授）   

坂本 和子氏（特定非営利活動法人里親子支援のアン基金プロジ工クト副理事長・東京都元養育家庭里親）   

草本 耕治氏（長野総合法律事務所・弁護士（大阪弁護士会））  

800名程度  
【手話通訳有（基調講演・シンポジウム）】  

滋賀県、大津市、  

滋賀県要保護児童対策連絡協議会  

開催日時（2日間）  

無料  

（ 

※ 
を ）  

平成20年  

11月2日（日）13：00～16：45  

3日（月・柑 9：45－13：00  鱒蝕独交流会  
t   



子どもの虐待防止推進全国フォーラムinしが  

「周産期からの保健、医療、福祉の連携  
について」  

「子ども虐待防止に向けた民間団体と  

自治体との協働について」  

虐待予 
防に向けた、保健、医療、福祉の有機的な連携  NPO等民間団体と自治体が虐待を未然に防止する取  

組をどう進めていくべきかなどについて議論する。  囲   方などについて議論する。  

■コーディネーター  

佐藤 拓代氏（大阪府東大阪市保健所長）  

■事例報告者  

天野 轟仁氏（大阪府泉大津市健康福祉部児童福祉課長）  

石井 智鶴氏（兵庫県尼崎市保健所健康増進課係長）  

廣田 常夫氏（大津赤十字病院小児科第一部長）  

■コーディネーター  

原田 正文氏（大阪人間科学大学大学院教授・研究科長、  
特定非営利活動法人こころの子育て  
インターねつと関西代表）  

■事例報告者  

坂本 正子氏（甲子園大学現代経営学邪教授）  

奥山千鶴子氏（特定非営利活動法人び－のぴ－の理事長）  

松原 洋介氏（大津市子ども支援センター  
「風の子保育園」保育士）  

「子どもの権利擁護とこれからの社会的養護  

のあり方について」  

「市町村の要保護児童対策地域協議会と児童相談所、  
学校等関係機関との連携について」  

自立の支援に向けた子どもの権利擁護や今後の社会的  

養護のあり方などについて議論する。  囲   
地域協議会の機能強化や市町村、児童相談所、学校と  

の連携のあり方などについて議論する。  匪l  

■コーディネーター  

才村  純氏（関西学院大学人間福祉学部教授）  

■事例報告者  

庄司 順一氏（青山学院大学文学部教授）  

石川  希氏（東洋大学社会学部・大学生）  

大久保和久氏（児童養護施設湘南学園施設長）   

■コーディネーター  

安部 計彦氏（西南学院大学人間科学部准教授）  

■事例報告者  

加藤 芳明氏（神奈川県中央児童相談所長）  

塩谷 幸代氏（兵庫県力0古川市福祉部こども支援局  
こども課係長）  

佐々木千里氏（スクールソーシャルワーカー、  
社会福祉士）  



聯 

お申し込み締切  申し込み締切  FAX送信先 滋賀県健康福祉部子ども・青少年局   

077－528－4854   
（「子どもの虐待防止推進全国フォーラムinしが」事務局）  

参加申込書に必要事項をご記入のうえ、「子どもの  

虐待防止推進全国フォーラムinしが」事務局に、  

FAX又は郵送にてお申し込みください。  

なお、電子メールでの申込みは受け付けておりません。  
（ 

オ‾ラム如し別 
）  

子どもの虐待防止推進会国フォーラム  

inしが  皿勒鞄お申し込み  参加註の送付  
こ本人様宛に参加証（はがき）を送付いたします。当  

日lま、この参加証を持参してお越しください。（会場の  

都合上、分科会を調整させていただく場合があります。）  

なお、10月24日（金）までに参加証が届かない場合  

には、事務局までお問い合わせください。  

1歳から就学前までのお子さまをお預かりしま  

す。（定員：各日10名、先着順）託児のこ希望が  

ある場合には、必ず事前に参加申込書に必要事項  

をご記入のうえ、お申し込みください。  

※保険証、着替え、おむつ等必要なものは、書自こ持参ください。   

※お申し込みlま、個人ごとにお願いします。   

■アクセスマップ  盛交通のご案内  

至近）工今津  

堅田  
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びわ湖ホール滋賀県大津市打出浜15－1  

●大阪から新快速で39分、京都から新快速で9分  
●名古屋から新幹線／京都のりかえで約＄0分  

耗びわ湖ホールの駐車場（有料）は、台数が限られており  

JR琵琶湖綿  

●ホテルサ・ヒ一大津  

で、できるだけ電車・ハス等の公共交通機関をこ利用ください。  

下記の事務局に郵送又はFAXでお申し込みください。  

全昏フ曾一ラムinし餅r事務局  

〒520－8577 【ヨ諾宗誌覧指左㌫宗 日日O7ト52＝551  
非行防止対策チーム  皿077－528－4854   

交流会に参加をご希望の方は、当日会場において参カ口実責（5，000円）をご負担いただきます。  

詳細につきましては、参カロ希望の方に対し、後日送付する参加証に記載いたします。  

宿泊先の斡旋は行っておりません。宿泊が必要な方は、各自お申し込みください。  

氏名、住所等の個人情報は、本フォーラムの運営に関する以外の目的には利用しません。  



子ども童媚態  
日本医師会宣書  
日医は子ども支援の先頭に立ちます。  

わが国では少子化が急速に進行し、  

その対策はいまや21世紀における最重要課題になっています。   

日本医師会は、母と子に関する医療・保健・福祉環境の   

整備等を推進し、次世代を担う子どもたちが心身ともに   
健やかに育つよう、ここに妊娠・出産・子育てに関する  

「子ども支援日本医師会宣言」を行います。  

2006年5月16日  

社団法人日本医師会   



1．妊娠を望む人たちへの支援   

（か不妊・不育治療の充実  

（診カウンセリング機関の整備  

2．より安全な妊娠・出産に向けての医療環境の充実   

①妊産婦死亡、周産期死亡減少のための周産期ネットワークの構築  

②ハイリスク妊娠の選別と対応する地域医療システムの構築  

③分娩施設における周産期医療スタッフの充実   

④母子感染予防対策の充実   

⑤無過失補償制度の確立  

3．満足できる妊娠・出産に関する社会環境の整備   

①出産一時金増額の実現  

（診若年妊婦と就労妊婦への支援  

4．子どもが育ちやすい医療環境の充実   

（D乳幼児医療費助成制度の拡充  

②15歳までの医療費1割負担の実現  

③小児救急医療体制の整備  

④ペリネイタルビジット（周産期小児保健指導）、乳幼児健診、育児相談の充実  

⑤予防接種の充実と接種率の向上   

⑥子どもに関する難治性疾患治療及び先端医療の充実   

（∋子どもに対する臓器移植の推進  

ーj   



5．子育てに関する社会環境の整備   

①病児保育の充実  

②保育所、幼稚園への協力  

③子育てサークルや子育てサロン等との連携と支援  

④子育てをしている親の就労環境の整備  

⑤子育てに専念している親への支援  

⑥同じ年頃の子どもたち同士で遊べる環境の整備への支援  

⑦虐待の予防と早期発見  

⑧子どもの権利に関する条約に基づく環境整備  

6．学校保健の充実   

①生命を尊重する心を育む取り組み  

②性教育、性感染症予防対策の充実  

③禁煙教育の推進  

④生活習慣病対策  

（9心の問題への取り組み  

7．障害児への支援   

①医療的ケアの充実  

②長期入院障害児の後方ベッド確保の推進  

③特別支援教育への協力  

8．政府等関係各方面への協力と働きかけ   

①産科医、小児科医、助産師の不足と偏在を解消する施策の推進  

②子どもの心の診療医を育成するための施策の推進  

③小児保健法の制定   

④妊娠・出産・子育てに対する税制の優遇  

智子ども支援日本医師 



智  
子ども支援日本医師会宣言  

1．妊娠を望む人たちへの支援に取り組みます。  

2．より安全な妊娠・出産に向けての医療環境の   

充実を図ります。  

3．満足できる妊娠・出産に関する社会環境の   

整備に取り組みます。  

4．子どもが育ちやすい医療環境の充実を図ります。  

5．子育てに関する社会環境の整備に取り組みます。  

6．学校保健の充実を図ります。  

7」障害児などへの支援に取り組みます。  

8．子どもや子育て支援のための諸施策について   

政府等閑係各方面への働きかけを行います。  

社団法人 日本医師会  

〒113－8621東京都文京区本駒込2－28－16  

TELO3－3942－8181（地域医療第三課直通）FAXO3－3946－2684http：／／WWW，med．or．jp／  

2006年5月   



乳児院倫理綱領  

い1乃t，   

乳児院の責務は、子どもの生命と人権を守り、子どもたちが日々こころ豊かにかつ健やかに成  

長するよう、また、その保護者が子どもたちによりよい養育環境を整えられるよう支援することで  

す－。  

私たちはこのことを深く認識し、子育て支援に対する社会からの要請に応えるべく、日々自己  

研錦に励み、専門性の向上を・めざします。そして、子どもたちの育ちを支える生活の場として、  
しゎわせ  

すべての職員が心をあわせ．、子どもたちの幸福を実現するための拠りどころを、次に定めます。  

（基本理念）  
し（1t、   

私たちは、子どもたちの生命を、かけがえのない、社会で最も噂いものとして大切に守ります。   

私たちは、－一一人ひとりの子どもの可能性を信じ、健やかな心身（〔）発達を支援します。  

（権利擁護）   

私たちは、児童憲章と子ども乃権利条約の理念を遵守し、子どを）たちの人権を尊重します。   

私たちは、子どもたちへ・のいかなる差別や虐待も許さず、また不適切なかかわりをしないよう、  

自らを律します。，  

（最善の利益の追求）   

私たちは、子どもたちによりそい、その思いを代弁するよう努めるとともに、Ⅶ一人ひとりの子ども  

の最善の利益を追求し、吏す。，  

（養育支援）   

私たちは．一一人ひとりがその子らしく生きてゆけるよう、保護者や里親とともに子どもたちの育ち  

を支えます。  

（家庭への支援）  

私たちは、関係機関と協働し．家庭機能の回復を援助するとともに、保護者や里親と子どもたち  

を継続的に支援します。  

（社会的使命の遂行）   

私たちは、関係機関と協働し地或の子育て支援や社会貢献に努めます＝，  

平成2：0年5月9日  

社会福祉法人全国阻会福祉酪議会・全国乳児福祉協議会   



平成20年10月24日 第12回児童虐待防止対策協議会  

児童虐待について  
全国養護教諭連絡協議会  

本会で行った養護教諭の職務に関する調査（平成20年3月実施）の中で児童虐待についての結  
果の一部を報告します。  

平成19年度内に「児童虐待」の事例があった学校の割合（％）  

幼稚園   

小学校   

中学校   

高等学校   

特別支援   

全  体  

0  5  10  15  20  25  30  35  40  45％  

「児童虐待」の事例があった学校の割合（前年度との比較）  

39・3  38．0  
34ヰ  359  

幼稚園  小学校  中学校  高等学校  特別支援  全 体  

仁甲H18年度  ■H19年度  

O「児童虐待の事例があった学校」を校種別に見ると、小学校の割合が39．3％で一番高い。次いで中学校が   

38．0％、特別支援学校が34．‘1％、高等学校が25．1％、幼稚園22．8％の順である。  

○全体では、児童虐待の事例がある学校の割合は35．9％である。  
○前年度と比較して見ると、全ての校種で対応事例の割合が増加している。（幼稚園は、H18年度未調査）  

「児童虐待」で養護教諭が対応した年間事例数  

幼稚園  

小学校  

中学校  

高等学校  

特別支援  

全  体  

20％  40％  60％  80％  

ロ0件  E＝件  田2件  団3件  回4件  自5件以上  

O「児童虐待への対応車例件数」を校種別に見ると、どの校種も1件と回答した割合が一番高い。次いで、幼稚園   
では0件、小学校・中学校・高等学校・特別支援学校では2件の順である。  

○全体では、1件の割合が50．0％で一番高い。次いで、2件が23．9％、0件が15．4％の順である。   



これまで「児童虐待」に対しに養護教諭としてどのような対応をしたか（複数回答）  

㌔ ‾ 

〆 ご£テさゝご、 
ニ 

ギ；二  

、 
－． 

．＿ 

÷  ぎこずモ 

O「これまでに養護教諭としてどのような対応をしたか」では、り卓待を受けた児童生徒の経過観察」の割合が   
58．6％で 一番高い。次いで、「発見や情報提供」が51．7％、「虐待を受けた児童年徒の心のケア」が45．7％の順   
である。  

「児童虐待」の対応する上での課題  
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O「児童虐待の対応をする上での課題」では、「虐待かどうかの判断が難しい」の割合が54．5％で 一番高い。次い   
で、「保護者の理解・協力・連携が難しい」が51．6％、「虐待の実態に応じた対応が難しい」が37．4％の順である。   



の虐待  子とも   

随蛙超勤蓼』  
CCAP：C C A＝．．：・：P■．・－ ・．  

お電話ください  

子どもの虐待防止センター相談電話  

03・5300・2990  
月一会－10：00～17：00  

土－10：00～15：00  

日・祝一休み  

子どもの虐待防止センターは、  

子どもの虐待を早期に発見し、虐待防止を援助するために  

設立された民間の団体です。   

虐待から子どもを守り、親への支援を行っています。  

1991年5月に設立、   

1997年3月に社会福祉法人の認可を受けました。   

社会福祉法人  

子どもの虐待防止センター  
〒156－0043東京都世田谷区松原1－38－19乗建ビル202  

電話03－5300－2451FAXO3－5300－2452  

ホームページhttp：／／www．ccap．or．jp  



こんな活動をしています  

わたしたちの活動を  

応援してください  
CCAPの活動は、皆様の会費とご寄付に  

大きく支えられています  

研修を受けた相談員が虐待にかかわる相談のほか、子育ての悩みも  

お受けします。また、学校・保育園・病院・保健所などで虐待されてい  

る子どもにかかわっている方や、心配な家族を見聞きした方からの相  

談にも応じます。相談は匿名で秘密を守ります。医療・福祉・保健・司  

法の専門家が相談員をサポートしています。  

虐待は  

なぜ起きる  

のでしょう  

⑳⑳轟   賛助会員の募集  

活動を財政的に支援していただくために、広く賛助会員を募ってい  

ます。  

賛助会は年度制（4月～翌年3月）です。会員の方には、会報「CAP  

ニューズ」を年4回お送りするほか、主催セミナーに会員割引でご  

参加いただけます。  

OMCG（母と子の関係を考える会）   

育児不安や虐待などの悩みを抱えたおかあさん同士が出会う治療   

的グループです。グループでは一人ひとりが自分の体験を語り合い、   

心の痛みをみつめなおす時間を持ちます。  

○オープンルーム：おかあさんが子どもと一緒に自由に参カロし、ゆっ  

くり過ごす場です。  

○ほっとホットサロン：虐待に関わる援助職のためのグループです。  

●会員申込書に必要事項をご記入の上、FAXまたは郵便でお送り   

下さい。申込と同時に、会費をお振り込み下さい。   

ご入金を確認次第「CAPニューズ」をお送りします。  

OFCG（里親・養親のケアグループ）   

里親・養親特有の悩みを仲間同士で語り合う場です。グループのほ   
か電話相談や個別相談なども行っています。  

※各地の里親会や養子縁組家庭の会に出張しての、出前グループも   

行っています。  年会費 一口 5，000円  

組織  

理事長   

坂井聖ニ（小児科医）  

理事   

鮎京眞知子（弁護士）   

河津英彦（玉川大学教育学部教授）   

田中聖悟（CCAP事務局）   

西澤哲（山梨県立大学人間福祉学部教授）   

平湯眞人（弁護士）   

広岡智子（CCAP相談昌）   

松本成子（財団法人日本キリスト教婦人矯風会常任理事）  

監事   

磯谷文明（弁護士）   

田中治樹（公認会計士）  

顧問   

上出弘之（精神科医・元東京都児童相談センター所長）  

虐待を受けた子どもに対する援助・治療プログラムの実践を重ねな  

がら、現在の養育者（ケアワーカーや里親）と子どもの愛着を深めるた  

めのプログラムの開発とセラピストの育成を行っています。  

㊨⑳⑳   ご寄付のお願い  

ご寄付は多少に関わらず活動への大きなサポートになります。  

当法人への寄付は、法人・個人共に税法上の寄付金控除の対象と  

なります。必要な方には領収書をお送りいたしますので添付申込書  

を事務局宛お送り下さい。  

郵便口座 00160－4－362897   

加入者名 社会福祉法人子どもの虐待防止センター  

銀行口座 三菱東京UFJ銀行 上北沢支店  

普通預金 0493048  

口座名 社会福祉法人子どもの虐待防止センター  

理事坂井聖二   

○ホームページによる情報発信  

○子どもの虐待防止セミナー・シンポジウムの開催、講演会への講師   

派遣  

○ニューズレター・テキストブックの発行  

○関連機関とのネットワーク  

○子どもの虐待防止のための電話相談員の育成・研修  

○他機関の虐待対策事業への協力  

○虐待に関する調査・研究  
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社会福祉法人子どもの虐待防止センター http：／／www．ccap．or．ip  

平成19年度事業報告に寄せて  

社会福祉法人子どもの虐待防止センター  

理 事 平 湯 真 人   

りませんが、家族関係のリスク要因の最大のもの  

が貧困であり、病気や障害（特に精神障害）、低学  

歴などの原因ともなり結果ともなって気持の余裕  

を失わせ、この状態が蓄積されて暴力やネグレク  

トを生んでいます。今後ネグレクトケースの増加  

が予測されていますが、このような家庭に対する  

支援は金銭給付だけでは足りず、総合的な生活支  

援にならざるを得ないでしょう。   

他方で性虐待などは貧困以外の要因が大きいと  

思われます。心理的虐待の中にも、例えば高学歴  

の親が子どもに受験を強いるケースも少なからず  

あります。これらはもっばら家族病理が背景に  

あって、被害を受けた子どものケアについては格  

別の配慮や工夫が要ります。親によらない（教師  

など第三者による）性的被害のケースと共通の対  

応を考える必要もあるでしょう。   

以上を簡単にまとめれば、家庭内の虐待として  

は、貧困性虐待と非貧困性虐待と大きく2分類し  

て考えるのがよいのではないか、ということです  

（私の個人的意見です）。困難なケースが増えてい  

る現在、みんなで智恵を出し、背景についての分  

析、支援方法についての検討を一層緩めていきま  

しょう。   

私たちの活動に加わり、また支援してくださっ  

ている皆様に、平成19年度の事業報告をお送りし  

ます。   

法人として今何をなすべきか、社会のこ－ズに  

応えるにはどうしたらよいか、一生懸命考え合い  

ながら、少しずつ事業内容も増やしてきました。   

この場をお借りして、私が最近考えていること  

の一端を書かせていただきます。   

この頃特に思うのは、生活しにくい世の中に  

なってきた、ということです。大勢の若者が給料  

を値切られ、時間外労働を強いられ、大勢の老人  

が実質年金を減らされ、病気治療も受けにくく、  

みんなが物価高謄の直撃を受けています。子育て  

はますます難しくなり、親は子どもと向き合う余  

裕を失い、親のストレスを子どもにぶつけていま  

す。「冷蔵庫の父親のアイスクリームを子どもが食  

べたので殴りつけて死なせた」という背景を想像  

すると背筋が寒くなります。   

最近貧困問題がまともに議論されるようになり  

ました。虐待との関連についても「子どもの貧困  

（明石書店）」の中の「児童相談所からみる子ども  

の虐待と貧困」川卜松亮）も実証的に論じています。  

貧困家庭が即虐待家庭になる、というわけではあ  
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平成19年度 事業報告  

麺  

1．理事会・評議員会の開催   

平成19年度は理事会5臥評議員会を2回開催した。日程と主な議題は次の通りである。  

開 催 日   
議  

題   

第＝回理事会  平成19年   ・平成18年慶事業報告  ・平成18年度決算報告   

第l回評議員会  5月27日（日）  ・平成18年度監査報告と承認   

＊平成18年度事業及び決算について、監事による監査を実施し、監査報告は承認された。   

平成19年   ・新規事業の立ち上げ  
第2回理事会  

7月21日（土）  ・人事計画について   

平成19年   ・ドクターアドバイザーシステムの実施について  

第3回理事会       10月13日（土）  ・東京都による法人監査について  ・人事計画について   

平成20年   ・平成19年度補正予算  ・平成20年度事業計画  
第4回理事会  

1月12日（土）  ・平成20年度予算  ・規程改定 ほか   

第5回理事会  平成20年   ・平成19年度補正予算  ・平成20年度事業計画   

第2回評議員会  3月22日（土）  ・平成20年度予算 ほか   
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「  

2．賛助会員 平成19年度賛助会員は742名（継続会員642名、新人会員100名）であった。   

3．寄 付 寄付は法人・個人合わせて延べ218件82名の方から頂き、その合計は22，795，717円に上った。  

※CCAPの活動費用は、みなさまからの賛助会費と寄付金によって大きく支えられています。  

ここに感謝し、心より御礼申し上げます。   

4．助成金  

助 成 機 関 名   助 成 額   

財団法人東京都高齢者研究・福祉振興財団   3，907，000円   

社会福祉法人東京都共同募金会   300，000円   

社会福祉法人中央共同募金会   1，200，000円   

5．印刷物の発行と頒布 以下の印刷物を新規に発行並びに増刷した。   

（1）ニューズレターの発行   

会報「CAPニューズ」は、年4回（第62号～第65号）と号外の計5紙を発行した。   

（2）テキスト・パンフレットの発行   

パンフレットとインフォメーションカードの作成と、次の新刊2誌を発行した。   

CCAPブックスNo．9「児童福祉施設における虐待を受けた子どもへの対応」   

CCAPブックスNo．10「地域におけるネットワーク ～個人情報保護と連携のはぎまで～」  



3  

6．その他行政機関や自治体との関わり  

（1）厚生労働省  

①児童福祉事業功労団体として、厚生労働大臣より児童福祉法制定60周年記念事業の特別表彰を受  

けた。   

②10月22日に厚生労働省主催で行われた児童虐待防止対策協議会に出席した。  

（2）文部科学省  

①文部科学省主催の教育相談等に関する調査研究協力者会議に調査研究協力者として参加した。  

②CCAP主催第4回学校関係者対象セミナー「子どもの虐待における学校の役割」に同省の後援を受けたc  

（3）東京都児童相談センター   

協定書に基づ〈こ虐待防止事業の実施に加え、CCAP主催保育者対象の子どもの虐待防止セミナー「気  

になる子どもと家族にどうかかわるか」に同センターの後援を受けた。  

（4）東京都委託事業「ドクターアドバイザーシステム事業」の実施   

東京都福祉保健局からの委託を受け、「ドクターアドバイザーシステム事業」を実施した。相談事業に  

加え、都内一次医療機関医師を村象に板橋区、文京区、足立区、江戸川区、三鷹市にて研修を実施した。  

ヂ冊一柵・－－－→●・鳩・柵・サ欄・欄卜岬・岬・欄＝●・櫓・棚・－・－・柵一ゆ・■▲岬・岬・珊・冊・櫓州・岬・櫓・一冊▲朴≠■楕一岬岬一寸叫卜欄  

璽璧 
．．凧  平成19年度電話相談全4，649件の内訳  

1．電話相談事業  

（1）電話相談   

平成19年度は、日曜、祝日及び夏期、冬期休暇を除く平  

目の10：00～17：00、土曜の10：00～15：00に、電話4台に  

て受信した。相談日数は283日であった。総相談件数は4，649  

件であった。相談の内訳はグラフの通りである。  

新規相談電話911件の内訳   
虐待の種別（重複回答あり）   
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設立時からの電話相談件数の推移  

詩  

∃  

菊  

の  
分  

（2）相談員研修  

①ケースレビューをIl回実施。延べ264名が参加。電話相談ケースの連絡と検討を行った。  

②相談員研修を6回実施。延べ109名が参加して、次の講師による研修を行った。（50昔順、敬称略）   

畔上 裕子（城西国際大学） 西澤 哲（山梨県立大学） 村瀬嘉代子（大正大学）  

∵
〕
 
 

（3）ボランティア相談員幸成講座   

レクチャーとロールプレイを17名の参加者を対象に7回行った。そのうち8名が新相談員となった。   

2．グループケア事業  

（1）CCAP主催グループの開催及び相談活動  

事  業  名  開 催 時 間   実施回数  延べ参加者   

金曜グループ   毎週金曜   14：00～15：30  47回   214名  

（∋MCG  火曜グループ   毎週火曜   10：30～12：00  50回   167名  

（母と子の関係を考える会）                          土曜グループ   第4土曜   14：00～15：30  12回   2名  

施設 MCG   第3火曜   14：00～15：30  11回   30名   

（∋ほっとホットサロン  
奇数月第3金曜19：00～20：30  7回   

（援助者のためのグループ）  
42名   

③オープンルーム  
毎月第2土曜 13：30～16：00   11回   

（母親と子どものつどいの広場）  
25名   

④電話相談  
毎週水曜10：00～17：00にMCG専用電話で、グループ  

参加者と参加希望者への相談活動を行った。   

（2）グループスタッフのレビュー   

CCAP主催及び外部保健所等主催のグループ事業担当者の振り返りの場として11回行い、延べ69名が  

参加した。  

」
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（3）親子再構築支援事業の実施   

親子分離後の再構築支援を4ケース行った。（再統合後のケアも含む）  

嘉   
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3，里親・養親支援事業   

（1）ccAP主催グループの開催及び相談活動  

事 業 名   開 催 時 間   実施回数  延べ参加者   

①FCG（里親ケアグループ）   毎週木曜  10：30～12：00   47回   56名   

（む個別相談   5名19回   

毎週木曜13：00～17：00にFCG専用電話で、住居地が遠方など  
③電話相談  

の理由でグループに参加しにくい里親、養親の相談を行った。   

（2）グループスタッフの研修   

FCGスタッフの資質向上のため、研修会を2回行い、延べ14名が参加した。   

（3）出前FCG＊の実施   

NPO法人東京養育家庭の会 八王子・多摩の各支部、千葉市里親会、八王子・個人宅からの依頼を受  

けて9回行い、延べ114名の参加があった。   

＊現地に出かけて行う里親ケアグループを「FCGを現地へ届ける」という意味で『出前FCG』と呼んでいる  

（4）養育家庭の会及び支援関係機関との交流  

①NPO法人東京養育家庭の会総会、東京都児童相談所里親担当会議に出席した。  

（∋里親の会や関係団体の集会、研修会に参加した。  

（5）里親・養親研修への協力   

東京都養育家庭の会里親研修、仙台市里親研修に講師を派遣した。   

4．子どもケア事業  

（1）愛着プログラムの実施  

「愛着関係・愛着障害の視点から虐待を受けた子どもに対する援助・治療プログラム」の事業を当法人  

J 理事西澤哲を中心に実施。虐待などの理由で児童養護施設や里親養育を受けている子どもを対象に、現  

在の養育者との愛着関係の改善・強化を目的とした心理療法を前期4ケース、後期4ケースの計8ケー  

ス（児童養護施設7ケース、里親1ケース）実施した。  

また同プログラムの実施を通じ、プログラムの開発と実施セラピストの育成を行った。  

（2）専門相談の実施   

子どもの心理相談を10ケース、虐待対応に関わる法律的な問題への相談を6回実施した。   

5．教育・広報事業   

（1）児童虐待防止に関する講演会への講師派遣   

他機関、団体からの依頼に応じ、子どもの虐待に関わる関係職種（児童相談所、保健所、市区町村、  

児童館、社会福祉協議会、民間虐待防止団体、教育委員会、子ども家庭支援センター、小中学校、民  

生・児童委員など）、PTA、子育て中の母親などを対象とした講演会に113臥講師を派遣した。   
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（2）セミナーの開催（講師・シンポジスト名 50音順、敬称略）   

①第18回子どもの虐待防止セミナー「愛着に障害を受けた子どもの治療について学ぶ」  

○日時：平成19年6月28日（木）、29日（金）  

○会場：国立オリンピック記念青少年総合センター  ○参加者：169名  

○講師：西澤 哲（山梨県立大学）   

②第19回子どもの虐待防止セミナー「愛着に障害を受けた子どもの治療について学ぶ」  

○日時：平成19年I1月14日（水）、15日（木） ※好評のための第二弾開催  

○会場：国立オリンピック記念青少年総合センター  ○参加者：127名  

○講師：西澤 哲（山梨県立大学）  

③第4回学校関係者対象セミナー「子どもの虐待における学校の役割」  

○日時：平成19年7月30日（月）   ○後援：文部科学省、東京都教育委員会  

○会場：国立オリンピック記念青少年総合センター  ○参加者：79名  

○講師：グループ討議助言者：  

片倉 昭子（鎌倉女子大学） 杉山登志朗（あいち小児保健医療総合センター）  

河津 英彦（玉川大学） 松田 博雄（淑徳大学）  

④第20回子どもの虐待防止セミナー「気になる子どもと家族にどうかかわるか」  

○日時：平成20年1月20日（日） ○後援：東京都児童相談センター  

○会場：東京都児童会館  ○参加者：61名  

○講師：グループ討議助言者：  

河津 英彦（玉川大学） 片倉 昭子（鎌倉大学）  

藤井 和子（まめの木クリニック） 宮島 清（日本社会事業大学）  

（3）説明会の開催   

CCAPの活動を紹介する説明会を11回実施し、学生を中心に延べ20名が参加した。  

（4）児童養護研究会の開催   

4回の事例検討と、講義形式の拡大児童養護研究会をl回実施した。  

（∋事例検討会  

西澤哲をスーパーバイザーに迎え、児童養護施設での被虐待児対応について検討し、児童養護施設  

職員とCCAP相談員延べ107名が参加した。  

②拡大児童養護研究会  

児童養護施設職員の他、児童相談所、子ども家庭支援センター、保健所等の職貞を対象に次の通り  

実施した。  

○日時：平成20年3月17日（月）  

○会場：国立オリンピック記念青少年総合センター  ○参加者：101名  

○講師・西洋 哲（山梨県立大学）  

（5）MCG講座の開催  

○日時：平成20年2月10日（日）、11日（月）  

○会場：（社福）子どもの虐待防止センター ○参加者：22名   

○講師：上村 順子（めだか 

田中 美穂（横浜市神奈川福祉保健センター） 原田 浩子（西新宿保健センター）  

広岡 智子（CCAP）  

ぎ、J   

■
u
噛
「
詩
帯
■
∴
は
曜
コ
‖
即
イ
慧
u
Ⅵ
 
 



7  

（6）他機関・他団体の専門家及び相談員への研修協力  

（D日本看護協会認定者護師教育専門課程小児救急看護学   

②東京都看護協会  

（卦東邦大学大学院医学研究科   

④東邦大学医学部看護学科   

⑤NPO法人あい・ぼ－とステーション（港区）主催 あい・ぼ－と子育て支援者養成講座  

⑥横須賀市グループ従事者実務研修   

⑦ながの子どもを虐待から守る会MCGファシリテ一夕ー研修、電話相談員フォローアップ研修  

（7）その他 広報活動   

①取材  

マスコミ各社からの取材は仝21件。媒体の内訳は、新聞8件、雑誌1件、テレビ7件、ラジオ2件、  

その他3件であった。   

②見学・研修などの来客  

東京都をはじめ各県の行政、児童相談所、社会福祉協議会、子ども未来財団、日本看護協会、私  

立・公立中学校・大学など全国27ケ所から見学者・来訪者があった。   

③当法人活動について、ホームページによる情報発信を行った。   

6．その他の事業   

（1）日本子ども虐待防止学会との連携   

平成19年12月14日～15日に三重県総合文化センター及びアストプラザ、ホテルグリーンパーク津にて  

開かれた「日本子ども虐待防止学会第13回学術集会・三重大会」に法人としてパネル展示を行った。  

（2）日本子どもの虐待防止民間ネットワークとの連携  

（∋虐待防止推進月間キャンペーン「全国一斉子育て・虐待防止ホットライン」  

児童虐待防止推進月間中の11月5日～19日まで、全国25の民間虐待防止団体が協力して子どもの虐  

待防止のためのキャンペーン電話相談を実施した。同事業には、厚生労働省、日本子ども虐待防」上  

学会とともに各自治体などの後援を受けた。  

CCAPでは同期間中、夜間を含め電話相談を実施した。相談件数は57件であった。  

【全国の参加団体（仝25団体）】  

・福島虐待問題研究会  

・埼玉子どもを虐待から守る会  

・子どもの虐待防止センター  

・ながの子どもを虐待から守る会  

・子どもの虐待防止ネットワーク石川  

・こども虐待防止センター・しずおか  

・日本家族再生センター  

・児童虐待防止協会  

・三光事業団  

・子ども虐待ホットライン広島  

・ふくおか子どもの虐待防止センター  

・キャブネット・みやぎ  

・いばらき子どもの虐待防止ネットワーク「あい」  

・子どもの虐待防止市民ネットワーク多摩  

・子ども虐待ネグレクト防止ネットワーク  

・子どもの虐待防止ネット・にいがた  

・子どもの虐待防止ネットワーク・あいち  

・MCサポートセンター「みっくみえ」  

・子どもの虐待防止ネットワーク・しが  

・阪神子どもの虐待防止ネットワーク「ほっと」  

・子どもの虐待防止ネットワーク鳥取  

・子どもの虐待防止ネットワーク・かがわ   
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・子どもの虐待防止みやざきの会   ・豊川共生ネットみらい  

・子どもの村を設立する会  

（∋日本子どもの虐待防止民間ネットワーク大会への参加  

平成19年6月2日～3日に愛知県KKRホテル名古屋にて開かれた「第6回日本子どもの虐待防止民  

間ネットワーク大会」に法人として参加した。  

（∋日本子どもの虐待防止民間ネットワーク主催の交流会への参加  

平成19年12月14日に日本子ども虐待防止学会「第13回学術集会・三重大会」の自主企画、日本子ど  

もの虐待防止民間ネットワーク主催の交流会に参加協力した。  

（3）児童虐待防止全国ネットワークとの連携   

①同団体が呼びかける子ども虐待防止のオレンジリボン運動について、シンボルマークであるリボン  

やバッチの頒布による広報活動に協力した。   

②同団体主催で平成19年12月16日に行われた鎮魂集会パレードに協力した。  

（4）その他の子どもの虐待防止事業への協力   

①市区町村の安保護児童対策地域協議会への参加  

東京都、杉並区、世田谷区、中央区、中野区、練馬区、多摩市の要保護児童対策地域協議会代表者  

会議に委貞を派遣した。   

②東京都社会福祉協議会主催の「地域福祉推進委貞会」及び「子ども家庭の地域支援に関わる連絡会」  

に参加し、東京都の福祉施策への提言に協力した。  

（∋子どもの虹情報センターの運営委員の委嘱を受け、運営に協力した。   

④国分寺市立子ども家庭支援センター運営協議会に委員を推薦した。   

⑤関連事業への後援・協力   

l）厚生労働省雇用均等・児童家庭局主催 子どもの虐待全国フォーラムinくまもと「児童虐待対  

策の今、そしてこれから」後援  

2）厚生労働省雇用均等・児童家庭局主催「第61回 児童福祉週間」後援  

3）日本子ども虐待防止学会主催 児童虐待防止推進月間特別講演会  
「英国に学ぶ児童虐待対応」後援  

4）NPO法人チャイルドライン支援センター  

「2007子どもの日チャイルドライン全国キャンペーン」後援  

5）NPO法人子どもの虐待防止ネット・にいがた主催 児童虐待防止フォーラム  
「子どもの虐待死からみえる虐待」後援  

6）NPO法人子ども虐待ネグレクト防止ネットワーク主催 第10回子ども虐待防止シンポジウム  
「困難事例への対応技術の向上を目指す国際シンポジウム」後援   

7．公的機関の虐待防止事業への協力   

（1）母親グループヘのファシリテーターの派遣  
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・大田区大田東地域行政センター  

・大田区大田西地域行政センター  

・江東区城東南部保健相談所  

・新宿区西新宿保健センター  

・杉並区和泉保健センター  

・大田区大田南地域行政センター  

・江東区城東保健相談所  

・江東区深川保健相談所  

・杉並区上井草保健センター  

t世田谷区玉川保健福祉センター   
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・世田谷区鳥山保健福祉センター  

・港区みなと保健所  

・東京都南多摩保健所  

・横浜市神奈川区福祉保健センター  

・目黒区碑文谷保健センター  

・小平市健康センター  

・台東区子ども家庭支援センター  

・横浜市青葉区福祉保健センター  

（2）母親グループヘのスーパーバイザーの派遣  

・板橋区赤塚健康福祉センター  

・板橋区上板橋健康福祉センター  

・板橋区高島平健康福祉センター  

・神奈川県相模原保健所  

・長野県松本市保健所  

・石川県健康福祉部健康推進課  

・板橋区板橋健康福祉センター  

・板橋区志村健康福祉センター  

・清瀬市健康センター  

・神奈川県横須賀市子育て支援課  

・長野県塩尻市役所  

・小平市健康センター  

（3）その他  

①児童相談所の再統合支援事業への協力（グループへのファシリテ一夕一派遣、母親面接）   

・東京都児童相談センター治療指導課 ・神奈川県厚木児童相談所   

・横浜市仝（中央・北部・南部・西部）児童相談所  

（参虐待専門相談（母親面接、保健師の専門相談、ネットワーク会議）   

・立川保健所  

（彰子育て相談（母親面接）   

・江東区城東南部保健相談所 ・台東区台東保健所   

④乳児健診事業への協力（母親たちに育児不安に関するメッセージを伝える）   

・埼玉県朝霞市保健センター   

⑤虐待ケース事例検討会へのスーパーバイザー派遣   

・台東区日本堤子ども家庭支援センター  ・狛江市子ども家庭支援センター   

・小金井市子ども家庭支援センター  ・横浜市保土ヶ谷区福祉保健センター   

⑥個別面接   

・石神井保健相談所からの継続ケース  

（1）監事の監査   

平成18年慶事業及び決算について、監事による監査を実施し、監査報告は平成19年5月27日の理事会、  

評議員会で承認された。   

（2）東京都福祉保健局による監査   

平成19年10月31日に束京都福祉保健局の指導監査において、文書による指摘等なく、事務処理に関す  

る口頭の助言のみで監査を無事終了した。   
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平成19年度 資金収支計算書  
（自）平成19年4月1日（至）平成20年3月31日  

（単位：円）  

勘  定  科  目  予算額   決算額   差  異   備 考   
寄付金収入   26、000．000  27．000．717  －1．000．717  
賛助会員寄付金   4．000．000   4．205．000   －205．000  
一般寄付金   22，000、000  22、795．717   －795．717  

事業収入   13．440、280  13、484．190   －43，910  

収  
セミナー参加収入   5、000。000   5、104．500   ー104．500  
広報事業収入   2，000．000   1、939、410   60，590  
東京都委託ドクターアドバイザー事業  6．440、280   6、440、280  0  

助成金収入   5．407、000   5、407、000   0  

東京都福祉振興財団助成金   3．907．000   3、907．000   0  

入  東京都共同募金配分金   300．000   300，000   0  

経  中央共同募金助成事業   1，200，000   1，200，000   0  

雑収入   50，000   57，085   －7．085  

常  
受取利息収入   290．000   297．219   ▲ －7、219  
経理区分間繰入金収入   20，000．000  14，688．954   5．31l．046  
経常収入計（l）   

活  
65，187．280  60、935．165   4．252．115  

人件費支出   12、300．000  1l．645、842   654．158  
職員給与   7、200、000   6．897．001   302．999  

動  非常勤職貞給与   4、000．000   3、637、000   363、000  
法定福利費   1．100．000   l，11l，84l   －11．84l  

に  事務費支出   ll．66l、000  10．704、219   956，781  
旅費交通費   l．200．000   1．188．680   11、320  
消耗品費   300、000   

よ  
器具什器費   

278，093   2l，907  
500，000   485，209   14、791  

印刷製本費   3、350，000   2．608．912   
る  

74l、088  
水道光熱費   350、000   382、100   －32，100  
通信運搬費   1．000．000   836．428   163、572  

収  会議費   20，000   10，830   9、170  
業務委託費   600．000   582、225   17．775  

支  
賃借料   4．22l．000   4，221．000   0  

雑費   120、000   l10、742   9．258  

出  
事業費支出   
諸謝金   

12，840．280  12、735，82l   104，459  
700、000   633、000   67、000  

研修費   200，000   222，754   －22、754  
催事費   700．000   685，228   14．772  
中央共同募金助成事業   4，800、000   4て54、559   45，441  
東京都委託ドクターアドバイザー事業   6、440、280   6、440、280   0  

経理区分間繰入金支出   20．000，000  14．68臥954   5、311．046  
経常支出計（2）   56，801，280  49，774，836   7．026、444  

経常活動資金収支差額   

（3）＝（1）－（2）  8、386、000  ll，160、329  －2．774．329  
施設  収入  施設設備等収入計（4）   0   0   0  

整備  
器具備品購入支出   500、000   442，050   57．950  

等に  115．500   225．750   －110、250  

よる  
施設設備等支出計（5）   615，500   667，800   －52、300  

収支  

（6）＝（4）－（5）  －615、500   －667，800   52，300  
財務  0   0   0  

活動  5，000．000   5．000、000   0  

によ  5．000．000   5，000，000   0  

る収  
支   （9）＝（7）－（8）  －5．000，000  －5．000．000   0  

予備費（10）  0   0   0  

当期資金収支差額合計   

（11）＝（3）＋（6）＋（9）－（10）  2、770．500   5、492．529  －2．722．029  

末支払資金残高（12）  

期末支払資金残高  （ll）＋（12）  

怨
「
緑
班
闇
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平成19年度 事業活動収支計算書  
（自）平成19年4月1日 （至）平成20年3月31日  （単位：円）   

勘  定  科  目  本年度決算額t前年度決算額   差  異   備 考   

寄付金収入   27，000て17l  22，833，251   4，167466  
∠ゝ      ／仝－            賛助京。、五  

一ル寄付ノ久   22,795,717 18,499,251 4．296，466  

業月入   13,484,190 10,762,077 2722113  
セミナー参加収入   5、104、500   3，648000   l、456、500  

収  
ム  E   ，7   － 2，  

東京都禾託ドクターアドバイザー事業   6,440,280 0   6440280  
⊥未託研修事業   0  4546645   －4，546，645  

助成金収入   5，407000   8，507000  －3100，000  
一 言   p    、金            局遵坦旦些遡  入  
⊥土ヒ同募A配分∠ゝ   300000   200000   100，000  

事  央丑同募ム助成事業   1,200,000 4400000  －3，200000  
雑収入   57，085   32780   24，305  
雑収入   57085   32，780   24，305  

業  
事業活動収入計（1）   45，948，992  42，135，108   3，813，884  

人件費支出   11，645，842   13，265，141  －1，619，299  
活  職員給与・   6，897，001   7，082，500   一185，499  

．払   、FIJJゝ            巨吊 臥貝稲  

動  法定福利費   1，l11841   938，641   173，200  

事務支   正  丘  1,446,102 

旅費交通費  l，188，680  1，214，110   －25，430  

収  消耗品費   278，093   283，174   －5，081  

支  器具什器費   485，209   472，517   12，692  
支  l兼IJ            口屈筋  

n  

水道光熱費  382，100   347，877   34，223  

ヽ    ヒ＝こ ヽ            通信運  
凸  

の  会議費  10，830   8，844   l，986  

未雪  正  230,265 

部  賃借料  4,221,000 4■，221，000   0  

雑費   110，742   143，564   －32，822  

業費  ）     〉  

出  
諸謝金   633，000   125，500  507，500  
研修費   222，754   346，474   －123，720  

催事費   685，228   763，189   －77，96l  
士ヒー  ∠ゝ            ／、ロ：≡E  

東⊥都禾託ドクターアドバイザー事業   6,440,280 0   6，440，280  

東京都委託研修事業   0   4，516，051  －4，516，051  

減価償却費   417，56l   399，992   17，569  

事業活動支出計（2）   35，503，443  34，041，527   1，461，916  

事業  〉     I   芯  

事 業  297219   6l，922   235，297  
経理区分澗闇入金収入   14,688,954 14，444，03l   244，923  青苗  

動 夕  14,986,173 14，505，953   480，220  
t 刃文   14,688,954 14444，031   244，923  

14688954   244，923  
支 団  
同  297，219   6l，922   235，297  
奴脇  百  （7）－（3）＋（6）  10,742,768 8，155，503   2，587，265  

特   0   0   0  

裂 支  0   260，532   －260，532  
225750   330，750   －105，000  

国 田   225，750   591，282   －365，532  

特別収支差額 （10）＝（8）－（9）  －225750   －591，282   365，532  
、′宜J差（1l－7＋10  10,517,018 7，564，22l   2，952，797  

繰 悶  36255369  33，638，229   2，617，140  

ヾ舌  
動  （13）＝（11）＋（12）  46，772，387  41，202，450   5，569，937  

刃文 支  0  

差  －5000000   
額 国  

吾汚   （16）＝（13）＋（14）＋（15）  41，772，387  36，255，369   5，517，018  

（注）基本金取崩額は、定款に従い基本金を修正したことにともなう取崩額である。  
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平成19年度 貸借対照表  
平成20年3月31日現在  

（単位：円）   

資  産  の  郡  負  債  の  

⊥LL  ヽ ′   前  土曽 こ－   
流動資産  流動負債  
王金預金   41，461，100  34．432、435  7，028，665  ム金   1,529,855 0  1529855   
立替金   0   36，675  －36，675  前受金   
仮払金  

0   0   0  

280，000  220，000   60，000  預り金   148，796  l19，190   29，606   
、左、                ぴlし    戸   4l，741，100  34，689110  7051990  受金   17100   17100   0  

流動負債計   169575l  
固定資産  負債合計   169575l  
基本財産   純 資 産 の 部   

′▲－－ノ仝、  30，000，000  30，000，000   0  基本金  

′・・L一ヽ                その他の固疋資産  基本金   30，000，000  30，000，000   0   

．△．」一                事業実施預金積止金 ロ  

ロ   887，038  862，549   24，489  、、 立金  35000000  30000000  5000000   
敷金  840，000  840，000   0  次期繰越活動収支差額   

′」・・一ヽ ニ  66，727，038  6l，702，549  5，024，489  ／  音 叉 エ  41772387  36255369  5517018  

（うち当期活動収支差額）   

∠ゝ寺  
純資産合計   106，772，387   

， 

脚注1減価償却費の累計額 1，814，012円  

注記1重要な会計方針（1）減価償却の方法 定額法  

平成19年度 財産目録  
平成20年3月31日現在  

（単位：円）   

資産・負債の 内訳   金  額   

Ⅰ 資産の部   
1 流動資産   
現金預金   
現金  現金手許有高   620，078   

普通預金   三菱東京UFJ銀行・上北沢支店   37，296，426   

振替貯金   3，544，596   

現金預金合計   41，461，100   

仮払金  東建ビル601号預託金他   280，000  
流動資産合計   4l，741，100  

2 固定資産   
（1）基本財産   

定期預金   三菱東京UFJ銀行・上北沢支店   30，000，000  

基本財産合計   30，000，000   

（2）その他の固定資産   

事業実施預金積立   
定期預金 三菱東京UFJ銀行・上北沢支店  35，000，000  

35，000，000   

器具備品  冷暖房機器他  887，038   

敷金  東建ビル202号・402号   840，000   
その他の固定資産合計   36，727，038   

固定資産合計   66727038  
資産合計  108，468，138  

Ⅱ 負債の部   
1 流動負債   
未払金  ドクターアドバイザー報告書印刷他   1，529，855  

預り金  源泉所得税他   148，796   

仮受金  書籍収入金   17，100   
流動負債合計  l，695，751  

負債合計  1，695，75l  

差引純資産  106，772，387  
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事業計画  平成20年度  

社会福祉法人子どもの虐待防止センター（以下  

CCAP）では、基本的に保護者（親や親に代わる  

養育者）による子どもへの虐待を対象に以下の活  

動を行う。  

滞ない徴収に努める。   

4．会報の発行   

賛助会員に対して、会報「CAPニューズ」を年  

に4回発行し、児童虐待防止活動に関する情報を  

発信すると共に「CAPニューズ号外」を年に＝司  

発行し、CCAPの活動および財務状況を報告する0   

5．出版活動   

CCAPブックスシリーズ新刊を適宜発・行する。   

6．広報普及活動   

子どもの虐待防止及び援助のためにCCAPの宮古  

動を広く知らしめると共に、賛助会員確保を目的  

として、CCAPのパンフレット・インフォメーシ  

ョンカードを作成し、無料配布する。   

7．東京都児童相談所との連携   

互いに守秘義務を尊重し、役割分担や共働の可  

能性を探りつつ、連携をすすめる。   

8．その他   

法人運営に必要な事業及び他機関との連携をす  

すめる。  

L 児童虐待に悩む保護者への電話相談や面接相  

談を通じて、育児不安の解消や虐待の重症化の  

予防に努める。  

2．行政機関や民間の虐待防止団体と連携協力し  

つつ、虐待傾向のある保護者と虐待された子ど   

もへの支援を行う。  

3．虐待事例にかかわる専門家に対して支援を行   

う。  

4．一般市民に対して、児童虐待に関する教育広  

報活動をすすめる。  

5．虐待問題に関して、公的機関に対する民間オ   

ンブズパーソン的役割を果たすと共に、児童福  

祉に関する立法、行政に対して積極的に提言を  

行う。   

CCAPがこれらの事業を行い、さらに必要な事  

業を拡大し、社会福祉法人としての責任を全うす  

るため、財政基盤の確立に努める。  

書棚■芋苦言㌫表芸蒜註首；■茅ご苗毒貰◆棚1  
恥・■▲小・中小・舶▲“・小“・－■舶・●＝小■“・“▲小◆・“・朴・納・“・“・舶・“・小一融・“・桝▲“・＊・嶋叶小一岬・小・舶・“・岬■◆声   

1．電話相談事業  

暫柵欄欄・冊相場一掃・ゆ▲一叫卜欄卜疇・冊・■▲櫓・岬・●・■相場一■・岬‘楕■欄■嶋一掃’州‘■◆岬  

至込 
．僻．．．．．岬  

1．理事会・評議員会の開催   

予算、決算理事会・評議員会のほかに年2回理  

事会を開催する。）   

2．寄付金・助成金の確保   

CCAPの活動資金としての寄付金確保のため個  

人・法人への広報活動に努めると共に、今後の事  

業活動を支える新たな助成金獲得を目指す。   

3．賛助会員の獲得   

平成19年度実績742名の会員の拡大と会費の遅  

（1）相談電話の設置と相談体制  

①育児不安や育児困難を感じている親、虐待  

をしている親からの相談や、現在虐待され  

ている子どもの相談に応じる。また、虐待  

を目撃した市民や虐待ケースを抱えた専門  

家からの相談に応じる。  

②隔月1回程度、弁護士等による電話相談日を  

設け、専門相談に応じる。   

③相談電話は4台で、相談時間は平日の10：00  

～17：00、土曜日は10：00～15：00とする。   
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相談員は専任相談員6名とボランティア相  

談貞50名。  

（弧全国の民間虐待防止団体とともに、「全国子  

育て虐待防止ホットライン」事業に参加し、   

「全国共通ナビダイヤル」を1回線開設する。  

また11月の児童虐待防止推進月間には、時  

間枠を拡大した電話相談キャンペーンを全  

国の民間団体と協力して実施する。  

（2）危機介入・援助活動   

①電話相談で入ってきた、深刻な虐待が行わ  

れている、またはその危倶のあるケースに  

ついて地域の援助機関と連携して対応する。  

また、地域の援助機開からの要請に応じ、  

スーパーバイザーを派遣する。   

②自治体等の依頼に応じて、虐待予防の観点か  

ら生活援助の一環として相談員を派遣する。  

（3）相談員の葦成や研修   

①相談員のケースレビューを毎月行い、相談  

ケースの共有と連絡を行う。  

（∋相談員研修を月l回程度行い、相談員の技術  

向上に努める。   

③ccAPの新相談員確保のため、虐待相談の受け  

方の実際を伝える相談員養成講座を開催する。  

（4）コモンセンスペアレンティング（CSP）トレー  

ナーの養成及び実践   

①CSPトレーナー養成のため養成講座を開催す  

る。   

②育児不安や虐待の悩みを抱えた親を対象に、  

CSPを用いた親支援を行う。   

2．グループケア事業   

（1）MCG（母と子の関係を考える会）の開催及  
び相談活動   

MCG（固otherand匡】hild匡］roup）では、育児不  

安や虐待などの悩みを抱えた母親たちのグループ  

による支援を行う。   

火曜MCG（週1回）、金曜MCG（週1回）、土  

曜MCG（月1回）、施設MCG（月1回）を開催。  

希望がある場合は保育を行う。   

また月2回、グループ参加者へのサポートとし  

て専用回線での相談に応じる。  

（2）その他事業の開催   

①ほっとホットサロン：虐待事例に関わる援  

助職のためのグループを2カ月にl回開催  

する。  

（∋MCG交流会：グループに関わる援助職のた  

めの交流会を年1回開催する。   

③オープンルーム：母子が一緒に参加できる  

場として月l回土曜日午後に開催する。  

（3）親子再構築支援事業の実施   

分離後の親子のケアを行う。  

（4）MCG担当者の研修   

MCGレビューを月1回開催し、MCG担当者同  

士の相談とエンパワーの場とする。   

3．里親・養親支援事業   

（1）FCG（里親・養親ケアグループ）の開催及  

び相談活動   

FCG（Eoster－Parent但are団roup）は、里親・養  

親支援事業として養育家庭、養子縁組家庭、フレ  

ンドホーム、ステップファミリーからの相談に応  

じる。   

①里親、養親などのオープングループを週l  

回（木曜）開催。参加者からの希望がある  

場合は保育を行う。   

②里親、養親などからの電話相談に応じる。  

週1回は専用回線での相談に応じる。   

③相談者の希望に応じてCCAPでの個別相談と  

訪問を行う。  

、二．1  
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（2）他機関との協力   

里親会や養子縁組家庭の会の依頼に応じて出前  

FCGをする。  

（3）FCG担当者の研修   

FCG担当者のスキルアップを目的とした研修や  

スーパービジョンを年3～4回実施する。  
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（6）広報普及活動   

①ホームページによる情報発信に努める。   

②マスコミ等の取材に協力し、CCAPの事業の  

広報を行う。   

6．その他の事業   

（1）東京都委託「ドクターアドバイザーシステム  

事業」の実施   

東京都福祉保健局からの委託を受け、都内一次  

医療機関における児童虐待に対する対応力を高め  

ることを目的に「相談事業」、「研修事業」、「普  

及・啓発活動」の3事業を行う。   

（2）JaSPCAN（日本子どもの虐待防止研究会）  

との連携  

12月に広島県で開催される日本子ども虐待防止  

学会第14回学術集会の開催・運営に協力する。  

4．子どもケア事業  

（1）愛着プログラム   

①「愛着関係・愛着障害の視点から虐待を受  

けた子どもに対する援助・治療プログラム」  

の事業を行う。   

②同プログラムの開発と、実施セラピストを  

育成する。  

（2）専門相談   

月2回程度児童心理・小児領域の専門家による  

相談日を設け、専門相談に応じる。   

5．教育・広報事業   

（1）講演会への講師派遣   

各地の子どもの虐待防止を目的とした研修、講  

演会、子育て講座、里親・養親関係の研修会や講  

演会など要望に応じて講師を派遣する。  

（3）日本子どもの虐待防止民間ネットワーク及び   

児童虐待防止全国ネットワークとの連携  （2）セミナーの開催   

専門職対象の子どもの虐待防止セミナーを開催  

する。  （4）各地の民間虐待防止団体との連携  

（5）その他の子どもの虐待防止活動に必要な専業   

7．公的機関の虐待防止事業への協力  

（3）説明会   

毎月1回、虐待問題に関心のある学生や市民を  

対象にCCAPの活動を紹介する説明会を開催し、  

情報提倶を行う。  

（1）母親グループヘのファシリテーターの派遣  

・大田区大田東地域行政センター  

・大田区大田西地域行政センター  

・大田区大田南地域行政センター  

・江東区城東保健相談所  

・江東区城東南部保健相談所  

・江東区深川保健相談所  

・世田谷区烏山保健福祉センター  

・世田谷区玉川保健福祉センター  

・新宿区西新宿保健センター  

・杉並区上井草保健センター  

・杉並区和泉保健センター  

・台東区子ども家庭支援センター  

・港区みなと保健所  

・目黒区碑文谷保健センター   

（4）児童養護研究会   

児童養護施設のケアワーカーや心理職を対象と  

するケース検討会を年6回開催する。そのうち1  

回は、参加対象枠を広げて講義形式とする。  

（5）各地の電話相談員や子育て支援に携わる人の  

養成や研修   

①MCGの立ち上げを支援するため、MCG講座  

を開催する。また各地でMCGを立ち上げた  

り、MCGに携っている団体や公的機関から  

の要請に応じて研修を行う。   

②各地で電話相談を立ち上げたり、虐待相談や  

育児相談に携わっている団体や公的機関から  

の要請に応じて、虐待相談に関する研修を行う。  
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・東京都南多摩保健所  

・横浜市青葉区福祉保健センター  

・横浜市神奈川区福祉保健センター  

・横浜市鶴見区福祉保健センター  

（2）母親グループヘのスーパーバイザーの派遣  

・清瀬市健康センター  

・板橋区健康福祉センター（赤塚、上板橋、板  

橋、志村、高島平）  

（3）児童相談所の親子再統合事業への協力  

・東京都児童相談センター  

・神奈川県厚木児童相談所  

・神奈川県横浜市仝（中央・北部・南部・西武）  

児童相談所  

（4）乳児健診手業への協力  

・埼玉県朝霞市保健センター  

（5）妊婦向事業への協力  

・目黒区目黒保健センター  

・目黒区碑文谷保健センター  

（6）子育て相談事業への協力（面接）  

・江東区城東南部保健相談所  

・台東区台東保健所  

（7）ケース検討会議への協力  

・狛江市子ども家庭支援センター  

・江東区子ども家庭支援センター  

（8） 

． 孝、J  
・中野区 ・練馬区 ・多摩市  

（9）その他、要望に応じて保健所や子ども家庭支  

援センターなどにおける虐待専門相談、スー  

パーパイズ、母親の個別面接などを行う。  

平成20年度CCAPの組織  

［理事 8名］  

坂井 聖二  
平湯  

真人  

鮎京眞知子  

河津 英彦  

田中 聖悟  

西澤  哲  
広岡 智子  

庄司 洋子 立教大学大学院教授  
菅江 佳子 CCAP専任相談員  
関戸 克子 CCAP相談員  

田中 聖倍（理事兼任）  

龍野 陽子 CCAP専任相談貞  
辻野 恵子 CCAP相談員  

堤  由美 保健師  
豊田 秀雄 精神保健福祉士  

理事長・小児科医  

弁護士  

施設長・弁護士  

玉川大学教育学部教授  

CCAP事務局  

山梨県立大学人間福祉学部教授  

CCAP相談員  

．
 

－
巻
T
⊥
か
r
け
叫
声
莞
川
u
H
 
 

松本 成子（財）日本キリスト教婦人矯風会常任 荷見よう子 産婦人科医  

理事   

［監事 2名］  

田中 治樹 公認会計士  

磯谷 文明 弁護士   

［評議員 21名］  

野村 一枝 CCAP相談員  
松田 博雄 淑徳大学総合福祉学部教授  

宮島  清 日本社会事業大学大学院准教授  
吉田 恒雄 駿河台大学法学部教授  

鷺山 拓男 精神科医   

［顧問1名］  

上出 弘之 精神科医・元東京都児童相談センター所長   

［アドバイザー 5名］  

上村 順子 精神科医  

奥山眞紀子 小児科医  

加藤 吉和 鎌倉女子大学児童学部教授  

h
嘩
㍑
悍
J
げ
u
隅
再
射
ゝ
慧
叩
 

鮎京眞知子  

天野 智子  

石川 ゆう  

岡崎 京子  

片倉 昭子  

木村 真実  

（理事兼任）  

CCAP専任相談員  

CCAP専任相談員  

CCAP相談員  

鎌倉女子大学児童学部教授  

弁護士  

佐伯 裕子 三鷹市北野ハピネスセンターくるみ園竹内 章子 弁護士  

園長  吉村 奏恵 養護教諭  

蜃
㌧
㍉
l
一
博
Ⅵ
刃
り
劇
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平成20年度 資金収支予算書  
（自）平成20年4月1日（至）平成21年3月31日  （単位：円）  
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舶彗感料1†感魂感挽ノ   

子どもの虐待防止センター相談電話03－5300－2990  

発 行 社会福祉法人子どもの虐待防止センター事務局  

〒156－0043 東京都世田谷区松原1－38－19 東建ビル202 TELO3－5300－2451／FAJ（03－5300－2452  

URL http‥／／www・CCaP．Or．JP  

銀行口座 三菱東京UFJ銀行上北沢支店  

口座名社会福祉法人子どもの虐待防止センター 口座番号普通預金0493048  

郵便振替 加入者名社会福祉法人子どもの虐待防止センター 口座番号00160－4－362897   



2008．10．24  

社会福祉法人 子どもの虐待防止センター  

平成20年度新事業について：コモンセンス・ペアレンティング   

社会福祉法人fどもの虐待防1仁センターでは、、1旬文20年度の新規事業としてCSP（Common  

SenseParenting：コモンセンス・ペアレンティンゲ）の普及活動に収り組む。  

【CSPとは～～】   

アメリカのGirls and Boys Tbwnで開発された被虐待児の保護者支援プログラムを「糾り子  

少年の町」が翻訳したLに仁】本独自の教材に発展させたもので、正式には「恥J少年のlIけ倣  

コモンセンス・ペアレンティング」と呼ぶ。  

【cspの特色】   

ナどもの虐待の焼肉を税の精神力動的な問題に求めず、親子の有苦な相互作用上の問題と  

捉える。彩いこ、暴力を叩いずにrどもをマネージメントする具体的な行動を教え練習させるこ  

とにより、虐待防止の効果を上げる。訓練方法はビデオ教材によるモデリングやロールプレr  

などを多川し、行動焼成に基づいたアプローチをする。   

その二lミな内容は、次の3一・∴ミからなる。  

1．親と了の指定的なやり取りを促進することを【‡】標にしたナどものマネジメントスキル訓練  

2．親の、丁－どもへの非現実的な期待を改め、小さなステップの積み弔ねによる問題解決能ノノ  

を応める訓練  

3．怒りのコントロ｝ル訓練  

【神戸少年の町版CSPプログラム】   

上記の内容を含む、①分かりやすいコミュニケーション、②良い結果・悪い結果、③効果的  

なはめカ、④や防的教育は、（劃問題行軌を正す教育法、⑥自わ宰l身をコントロールする教育法、  

の6セッションを2週間間隔で実施する。   

対象は3歳以上のJ′・どもを持つ、虐待傾向のある保護者3～5名のグループである。  

【ナどもの虐待防止センターの収り組み】  

〕打或20年5月に、CSPトレーナ【養成費格を持つ神ノr少年の町の児童指導員野口啓二氏に  

よる3口間のトレーニンゲを、18名の和談Hが受講し、今上iがCSPトレーナーの資格を得た。  

、れ或20年9J】より、東京都内のrども家庭支援センター・保健センターで、子どもの養育  

が困難な母親グループにヌ、†して、CSPプログラムの実施を始めている。また母子生活支援施ぷ、  

養育家庭などからも実施要請があり、今後積極的に要請に応えていくつもりである。   



申込年月日  年  月  日  送付先 FAXO3－5300－2452  

CCAP発行書籍リスト  申  込  書  

賛助会員／寄付／書籍（いずれかに○）  

氏 名（ふりがな）  性別 男・女  

CCAPブックス   頒価  曲数   

児童養護施設における 心理的ケア   
No・1 600円  
（西澤哲、斉藤謁、森茂起、森田善治）   

No・2 500円  
考える～  

No．3 児童虐待防止法   絶版  

医師のための虐待対応マニュアル   
No・4  

（奥山眞紀子）   
1，000円  

なぜ子どもを殴るのか （上村順子）   
No・5  
～虐待する親の治療～   

500円  

No・6  

親子の「再生」に向けて（西澤 哲）   

～虐待を生じた家族への支援～   
600円  

子どもの愛着  

（加藤尚子）  600円    No・7 ～愛着の再形成を図る援助の試み～   

私の出会った子どもたち （坂井聖二）   
No・8  

～小さな星たちの記録～   
600円  

児童福祉施設における虐待を受けた   
No・9  
子どもへの対応   （西澤哲）   

600円  

地域におけるネットワーク（磯谷文明）   
恥10 
～個人情報保護と連携のはぎまで～   

600円  

〈座談会〉 児童虐待への対応   

－15年のあゆみとこれから   
500円  

援助者用   
2000円  

被虐待児と虐待する親の援助と治療   

計（送料別途）  

自宅電話／FAX  

勤務先名・職 業  

勤務先住所  

勤務先電話／FAX  

希望送付先 1．自 宅  2．勤務先   

年会費（4月～翌年3月）  

」 肝椚旦  一口  5，000円  

領収書（要・不要）  

◆郵便振替口座：00160－4－362897  

社会福祉法人子どもの虐待防止センター   

◆銀行口座：三菱東京UFJ銀行 上北沢支店  

普通預金 No．0493048   

社会福祉法人子どもの虐待防止センター理事坂井聖二   

（2008．6．1現在）  



試で警鞄轍衰遠  

後援 文部科学省 厚生労働省 総務省  
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明治10年、来日した米国人博物学者エドワード・モースは、日  

本が「貧しい人まで礼節や思いやりをもっていること」「朝から  

晩まで子どもたちがニコニコしていること」にびっくりしたとい  

います。   

それから130年後のいま、子どもたちの状況はどうなったでし  

ようか。子どもたちの「うつ」は増えつづけ、学生・生徒の自殺は  

史上最多、小中学生の不登校も史上最高、子どもへの虐待も激増  

しています。「誰でもよかった」と無差別に他人に刃を向ける若  

者も後をたちません。これほど深刻な状況をつくりだしたのはも  

ちろん、子どもたち自身ではありません。この社会をつくってき  

たのは、ほかならぬわたしたち大人一人ひとり。時代のひずみの  

なかで子どもたちが苦しんでいるのなら、それは間違いなくわた  

したち大人の責任です。   

ゆたかさを求め、ひたすら生きてきたわたしたちは、ちょっと立  

ち止まり、子どもたちのことを、子どもたちのいまを真剣に見つめ  

なおす必要があるのではないでしょうか。  

ただ聴いてもらえるだけでいい   

チャイルドラインとは、子どもがだれかと話したいとき、どんな  

ことにも耳を傾ける、18歳までの子ども専用電話です。話す内  

容はなんでもOK、秘密は守る、大人の価値観を押し付けず、自己  

解決のきっかけになるようどんなことでも一緒に考えます。   

日ごろ、わたしたちが実感しているのは、子どもたちの多くは  

抱えている問題の解決策を求めて電話してくるのでなく、「ただ  

聴いてもらえるだけでいい」ということです。ただ聴くことで、子  

どもたちは自分を受け止めてもらえたと感じて、こころを軽くす  

ることができます。そして、子どもたちの内なる力がぐんぐん芽  

生えてきて、みずから課題に立ち向かっていきます。   

「子どもの話を聴く」、このとても単純な、けれどもたいへん  

にパワフルなこころの手当てができることは、いまを生きる子ど  

もたちのレジリアンシー（弾力性）を高め、子どもたちを元気に  

していく効果的な方法のひとつです。そして願わくば、チャイルド  

ラインだけでなく、子どもたちの話を聴くひとが日本中に500  

人、1000人と増えていったらどんなにいいでしょう。   

本当のゆたかさとは何でしょう。小さき者の小さな声を汲み取  

ることのできる社会でありたいと思います。  

かけてくる子どもの年齢構成（2007年度）   

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 

チャイルドライン  

町  



大切なのは  

自分の頭で考えることです  

作家  

あさのあつこさん   

失敗はチャレンジしたことの  

あかしです  

サッカー元日本代表  

城彰二さん   

ぼくはサッカー教室などで全国をまわっていますが、子  

どもたちをみて感じるのは、まわりにすごく気をつかって  

いるなあということです。他人と比華交したり、自分がどうみ  

られているのかを気にしながらプレーしています。これは  

大人の責任が大で、子どもたちが伸び伸びとすごせるよう  

な環境づくりをしていかなければならないと思います。つ  

まり、大人の考えを押しつけるのでなく、子どもの気持ち  

をうまく受け止めながら、子どもと真剣に向き合うことが  

大切なのではないでしょうか。   

ぼくが子どもたちと接するときに気をつけているのは、  

子どもの個性を大事にすること、とくにその子のもってい  

るいいところを伸ばすことです。それから、「失敗すること  

は恥ずかしくない、失敗はむしろチャレンジしたことのあか  

しだからとてもいいことだ」と伝えています。チャレンジし  

ないとなにも生まれないし、失敗からものごとは始まると  

いっても過言ではありません。もっと大人がこころに余裕  

をもって、失敗をおそれず、あたたかく子どもたちを見守  

いま子どもを取り巻く問題はいろいろありますが、問題  

なのは子どもではなくて大人だと思います。もっと大人が  

利口になるべきで、なにが本質なのかを考えていくことが  

大切です。たとえば、子どもをたたいたとき、そのあと「ご  

めんね」と抱きしめることも大事ですが、「どうしてこんな  

にいらいらしているのだろう」と一歩進んで考えてみると、  

実は見えてくるものがある。夫婦仲がうまくいっていない  

など、本当の原因がわかってきます。ものごとを表面的に  

みるのでなく、自分の頭で考えることは人間が人間である  

ための必須条件です。マスコミやネットの情幸馴まあくまで  

も資料にすぎません。やっぱり、自分の立場からものごと  

を考えていくことをやっていくべきです。   

わたしは若いころほしいと思ったのは「自分のことを語  

る言葉」「真剣に聴いてくれる司」でした。だれかが聴いて  

くれるということは人間にとってきわめて重要で、考えて  

いる以上に大きなものがあります。チャイルドラインも子  

どもたちにとってなくてはならないものですが、本当いえ  

ば身近にいるだれか、体温や気配を感じながら聴いてくれ  

る大人の存在がどの子にもあることが理想です。  

っていきたいですね。  

チャイルドラインを  

社会全体で応援していきたい  

文部科学省  

初等中等教育局児童生徒課生徒指導室長  

佐藤光次郎さん   

2008年は  
支援センター設立10周年  

あ顧み 

1999年1月  

2000年 5月  

2001年 5月  

2002年11月  

11月  

2003年 9月  

チャイルドライン支援センター設立  

第1回「子どもの日チャイルドライン」全国キャンペーン  

開催（以降毎年開催）  

特定非営利活動法人として内閣府から認証  

東京青年会議所第一回NPOアワード「志民大賞」受賞  

第1回「チャイルドライン全国フォーラム」開催（2005年  

まで毎年開催、以降隔年開催）  

第1回CHl（チャイルドヘルプライン・インターナシヨナ  

いま、こころの不安や悩みを抱えている子どもたちが多  

いことに、大人として心が痛みます。この子どもたちのつ  

らい気持ちをくみとり、人として何ができるか、そして、行  

政という仕組みのなかでどんなことができるかを、真筆に  

考えていきたいと思います。子どもたちにとって電話をか  

けやすいチャイルドラインがそばにあり、気持ちを聴いて  

くれるのは本当に意義深く、子どもたちにとってはなくて  

はならないものです。社会的にも大きな使命を果たして  

いらっしゃると思います。   

だからこそ、チャイルドラインを社会全体で応援してい  

く環境をつくっていくために、カードやポスター配布など  

行政としてできることをお手伝いしていきます。また、行  

政として事業を行っていくにあたっては、チャイルドライン  

の取り組みからも多くのことを学ばせていただきたいと  

思います。   

そして、民間だからできること、行政だからできること、  

それぞれの役割をきちんと果たしながら、すべての大人が  

手をつなぎ、子どもたちが生き生きと過ごせる世の中をつ  

くっていきたいですね。  

ル）国際会議（アムステルタム）に出席、初代アジアパシ  

フィック地域理事国任命  

†2月 統一ダイヤル試行実施（九州・近畿・東海、東京、中国の3  

地域）  

2004年10月 文部科学省「児童生徒の問題行動対策重点プログラム」  

に「『NPO法人チャイルドライン支援センター』が実施し  

ている『チャイルドライン』の周知、促進」を図る頂が盛り  

込まれる  

2005年1月「C川アジアパシフィック大会」主催（東京）  

5月「チャイルドライン夢メッセージ展」開催（以後毎年開催）  

10月 内藤寿七郎国際育児賞希望大賞受賞  

2006年 3月「チャイルドライン」商標登録認証  

10月～12月 チャイルドライン秋のキャンペーン実施  

2007年 9月 国税庁に認定NPOを申請  

2008年 3月 新キャラクター決定  

5月「0120－99－7777」の全国共通番号決定   



あなたの掬わ駕予磨：愚たち覆意見課す  

チャイルドラインは非営利の民間団体です。多くのボランティアの協力  

とみなさまのご寄付で運営しています。どうぞ、あなたも力を貸してくだ  

さいませんか。  

1．資金面での支援（たとえば1000円あると、5人の子どもが話すことがで  

きます。カードを500枚作れます）  

◎寄付（金額自由、随時受け付け）  

⑳購入（オリジナルグッズの購入）  

⑳募金箱設置（置いていただける場所をご紹介ください）  

紗支援会員（年会費の納入。総会へのご案内やニュースなどお送りします）  

寄付振り込み先  

郵貯（番号）00120－5－425245  

（カロ入者名）NPO法人チャイルドライン支援センター  

銀行 三井住友銀行 浜松町支店 普通口座  

（番号）6967526  

（名義人）特定非営利活動法人チャイルドライン支援センター   

（地域の団体については、各団体にお問い合わせください）  

2．時間や労力、情報の提供  

●電話受け手や事務のボランティア（各団体にお問い合わせください）  

●広報（子どもたちへのカード配布とチャイルドラインの宣伝など）  

●情報提供（協力企業や協力者をご紹介ください）  

●イベントでの宣伝の場の提供  

（ただし、反社会的団体への関与がある方など、恐縮ですがお断りする場合があります）  

旧＋■ll田＋助  
フォーリーフジヤパンは、2008年も継続して  

チャイルドラインの活動を支援いたします。  

株式会社フォーリーフジャパンは、相互扶助の創業理念にのつとり、   

教育領域での社会貢献事業、青少年育成事業の一環として、少しでも悩   

める子どもたちのチカラになることができればと、チャイルドライン   

の活動支援を継続いたします。  

想いを、チカラに。  Jモ  
株式会社フォーリーフジャパン http：／／www．four－1eaf．co．jp   



学校に行ってもー緒にいる友だちが  

いない。学校が楽しくなるようにした  

い。だれかと話したい。（小学女）   

郵便物を取りに行って、洗濯たたみを手伝っ  

たら、お母さんがすごくよろこんでびっくり  
した。でも、うれしかった。（小学女）  

ひどいいじめを受けているのに、「親にも先生にも心配  
をかけたくない」という言葉に胸がつまった。  

子どもは社会の宝。十分にゆたかに育まれ  

るべきなのに、心の不安を抱えている  
子どもが増えているのを感じる。   

話し相手をほしがっている子ども。チャイル  
ドラインでひとときのやすらぎを得ようとして  

いる子ども。チャイルドラインの役割は大きい  

なあと感じる。  

いい子でいかナればいけない。勉強  

も習い事もしなくてはいけない。今の  

社会、子どもの生きる権利がな  
いがしろにされていると感じる。  

「死ね」と吐き棄てて切れる電話。  
いろんなものが溜まっているんだろうな。  
もっと話してくれるといいんだけど。   

自己肯定感の低い子どもたちが多いのが気に  

なる。自分のハードルを高くして、自分を認  

メールの返事がすぐ返ってこないと、  

イライラする。（高校女）   

けられた足と締められた首が痛い。いま  

父親に暴力を受けた。（中学女）  

お父さんとお母さんと遊園地に行った。  

すごくうれしかった。（就学前郵  

父親との関係がうまく行かない。 
いま精神科に通っている。話を聴いて  

もらえるだけでうれしい。（高校男）  

友  

だ  

ち  

と  

つ  

つ  

・－ 
き  

＿ あ   
レスを変えたらし〈こ、連絡がとれないみたい。腹が   

立つ。（中学女）   

いじめのことを先生に相談したら、「私のクラ  

スにもこの学校にも、いじめなんかありま  
せん」と言って叱られた。（′ト学男）  

茶髪にしたら、担任の先生に教室に入れて   

もらえなかった。俺もよくねえけど、   
そりゃねえだろって思ったよ。頭にきた。   

（中学男）   

霧のなかを歩いているような、出口はある  
のかな。どうこころをきりかえればいいの  

か‥・つまんない。（高校女）  

※子どもの声はプライバシーに配慮して再構成しています  

電話の内容（単位二件）  

つ められないのではないか。  

て  
「性」の電話の多さに「性教育」  

い   の必要性をあらためて提起した  

い   い。科学的知識として最低限、自分   
のからだのことは知っておくべきだ   

と思う。  

「こころに寄り添う」とかんたんに言うが、かんたんで  ‾ 

か ∴二．∴‥二二 二∴∴．∴一三ご．云二  
で子どもと向き合うことが必要だと思う。  

親との関係、百分の成績などがからみあっ   
て、先が見え′なくな 
ドラインで話すこと、でだんだん整理がつき、   

進む通すじがみえてきた。子どもの力って、   
すごい。   



チャイルドライン実施団体一覧  
チャイルドライン実施団体 35都道府県65団体／準備団体2県2団体  

チャイルドラインさっぽろ  

チャイルドラインはこだて  

チャイルドラインおびひろ  

チャイルドラインあおもり準備会  

チャイルドラインみやぎ  

チャイルドラインあきた  

チャイルドラインつるおか  

チャイルドラインいばらき  

チャイルドラインとちぎ  

さいたまチャイルドライン  

チャイルドライン干葉「子ども電話」  

とうきょうかわのてチャイルドライン  

しながわチャイルドライン  

めぐろチャイルドライン  

せたがやチャイルドライン  

チャイルドライン中野子ども電話  

東京シューレチャイルドライン  

えどがわチャイルドライン  

チャイルドライン八王子・子どものでんわ★21  

八王子チャイルドライン「コツコロ」  

チャイルドラインたちかわ  

チャイルドライン子どもの電話ゆう・YOU・友  

チャイルドラインむさしの  

よこはまチャイルドライン  

かわさきチャイルドライン  

チャイルドラインにいがた  

チャイルドライン愛ネット  

とやまチャイルドライン  

チャイルドライン・いしかわ  

ふくいチャイルドライン  

チャイルドラインやまなし  

チャイルドラインながの  

チャイルドラインうえだ  

チャイルドラインすわ  

チャイルドラインぎ／三＼  

静岡ハートチャイルドライン  

チャイルドラインあいち  

チャイルドラインは－と  

チャイルドライン24  

しがチャイルドライン  

チャイルドライン京都・子ども電話  

チャイルドラインOSAKA  

チャイルドラインとんだばやし  

チャイルドラインいずみ  

チャイルドラインひがしおおさか  

チャイルドラインはらっば  

チャイルドラインわかやま  

チャイルドラインうさぎのみみ  

チャイルドラインしまね  

チャイルドラインおかやま  

チャイルドラインつやま  

ひろしまチャイルドライン  

チャイルドラインびんご  

チャイルドラインやまぐち  

チャイルドライン岩国ステーション  

子ども電話「ひびき」  

チャイルドライン北九州  

チャイルドライン「もしもしキモチ」  

チャイルドライン＠ふくおか  

チャイルドライン「ともともクルメ」  

チャイルドラインながさき  

チャイルドラインさせぽ  

さがチャイルドライン設立準備会  

チャイルドラインくまもと  

チャイルドライン熊本おおっ子どもサボネット  

チャイルドラインみやざき  

‡‡● チャイルドラインおきなわ  
●●●●  
●●●●   
●●●●   
●●●●●●  
●●●●●●●●   
●●●●●●●●●●●● ●   
●●●●●●●●●●●●●●  
●●●●●●●●●●●●●●●●  
●●●●●●●●●●●●●●●●  
●●●●●●●●●●●●●●●●●  

特定非営利活動法人  

チャイルドライン支援センター  
代表理事 清川輝基  

〒162－0065東京都新宿区住吉町8－5曙橋コーポ2F  
TEL：03・5312－1886FAX：03－5312－1887  

●●●●●●●●●   
●●●●●●●●  

●●●●●●●●●  

●●●●●●●●●   
●●●●●●●●●●●●  

●●●  
●  

北海道  
さっぽろ  
はこだて  
おびひろ  

東京都  
とうきょうかわのて  
しながわ  
めぐろ  
せたがや  
中野子ども電話  
東京シューレ  
えどがわ  
子どものでんわ★21  
八王子「コッコロ」  
たちかわ  
子どもの電話ゆう・YOU・友  
むさしの  

2008年6月発行   



ど山羊ロー－もいいよ  魯鶉よ穴うね  

●主t  

特定非営利活動法人チャイルドライン支援センタ【  
■婁託  
文護科学書  
■t■  
文節科学雀  
薗生労働書  
鮭群書  
チャイルドライン支援■A連盟  

NHK  
践兼斬蘭社  
哺日新Ⅶ牡  
B本は蒲新聞社  

鍾は新聞社  
共闘i憺社  

日本医師会  
社団法人8本小児科医舎  

特定非営利活動法人日本NPOセンター  

（■不同）  

■■■  
NIT株式会社  
株式会社NTTドコモ  

KDDl株式会社  
ソフトバンクモバイル株式会社  
ソフト／くンクテレコム株式会社  

ソフトバンク白8株式会社  

日本アムウェイ合同会社  
アイリオ生詰俣幹株式会社  
株式会社カーベル  
（朋不同〉  

関感領までの子どもがかけるでんわ  

チやイル瞳●ライ怨直  

チャイルドラインってなあに？  

ノーとさいまてC三ともかかける子とも専用電話ててl  

因っているとき、悩んているとき、嬉しいとき  

なんとなく誰かと請いこいときかけてみてくたさい  

お説教はしません。ちょっと言いに＜いことても  

名前は言わなくてもし1いのて妄心Lて話して＜たさい  

あなたの気持ちを大切にとんなことてもいっしょに考えます  

■フリーダイヤル暮■団♯  
チャイルドラインさっぽろ  
チャイルドライン【まこだて  
チャイルドラインあおもり準■舎  
チャイルドラインみやぎ  
チャイルドラインあきた  
チャイルドラインつるおか  
チャイルドラインいばらき  
チャイルドラインとちぎ  
さいたまチャイルトライン  

チ十イルドライン千葉「子どもt†己」  

とうき⊥うかわのてチャイルドライン  
しながわチャイルドライン  
めくろチャイルドライン  
せたがやチャイルドライン  

チャイルドライン中野子どもt†き  

東京シューレチャイルドライン  
チャイルトライン八王子■子どものでんわ★21  

八王子チ十イルドライン「コツコロ」  
チャイルドラインたちかわ  
チャイルドライン仁さしの  
よこは手チャイルドライン  
かわさ幸チャイルドライン  
チャイルドラインにいがた  
チャイルドライン蟹ネット  
とや蜜チ十イルドライン  
チャイルドライン・いしかわ  
ふくいチャイルドライン  
チャイルドラインやまなし  
チャイルドラインながの  
チャイルドラインうえだ  
チャイルドラインすわ  
チャイルドラインぎふ  
■用ハートチャイルドライン  
チャイルドラインあいち  
チャイルドラインは－と  

チャイルドライン24  

しがチャイルドライン  
チャイルドライン京都  

チャイルドラインOSAKA  

チャイルドラインとんだばヤし  
チャイルドラインいずみ  
チャイルドラインひがしおおさか  
チャイルドライン【‡らつば  
チャイルドラインわかやま  
チャイルドラインうさぎのみみ  
チャイルドラインし露ゎ  
チャイルドラインおかやま  
チャイルドラインつやま  
ひろしまチャイルドライン  
チャイルドラインぴんこ  
チャイルドラインやまぐち  
チ十イルドライン岩田ステーション  

子どもt一重「ひびき」  

チャイルドライン北九州  
チャイルドライン「もしもしキモチ」  
チャイルドライン◎ふくおか  
チャイルドライン「ともともクルメ」  
チャイルドライン▼ながさき  
チャイルドラインさせぽ  
チャイルドラインくまもと   

チャイルドライン膵本おおづ子どもサボわト  
チ十イルトラインみやざき  

■協力  
NTTコミュニケーションズ株式会社  

日本ケロノグ株式会社  
株式会社ポプラ  
■Uリー■00■■uI■ C■」J■  

はのぽの1勤協■会  

社団法人t気通情事叢書協会  
杜鑓法人日本難聴協会  
（聯不同）  

■■■t■  

含せ≠触書委員会  
仙台布教書委■会  
茨城県教育李■会  
茨城県社会欄祉協≠舎  
栃木県  
千義≠  
千賽県救▼桑Å会  
千書簡教書委■会  
★苓♯  
川ヰ市緻t婁■余  

丁山≠教書婁▲令  
書山れ社会■禎協沈金  
石川れ  
石川県教書李■舎  
石川れ社会欄祉協■舎  
l下■  
よ野県教書妻Å会  
▲取l■  

■取県教書萎■舎  
▲櫻れ  

l l   
てフ  

島櫓鼎教書萎■会  
同山県  
岡山れ教育委■会  
広上県  
広1れ緻書妻■会  

広■市拙書手■金  
山口≠  
山口県教育委Å会  
稽岡l■  

裸岡県教育委員舎  
欄同市  
楕岡簡教育委入会  
宮崎肛  
宮嶋県PTA連合会  
宮崎県兼帯学校PTA連合会  
宮崎県子ども舎雷成連絡協は会  
宮崎鼎社会嬬祉協犠会  

チャイルドラインのやくそく  

○ヒ三ごツはまも・蓄よ  

●‥一－－  －．   ・－ －  

●名まえは言わなくてもいこ  

●切≡ニ頼：いときには、切→二lて汗  

チャイルドライン≡全国どこからでも葬  

0120・99・7777  
右のORコードを読み  
込んでチャイルドライン  
の携帯サイトにアクセ  
スすることができます。  盲謂弓0。㊥より毎週月～土ごご4時～ごご9時  12月29日一〉  

1月3日はお休み  

●問合せ特定非営利活動法人チャイルドライン支援センターTELO3－5312－1886（事務局）URLhttp：／／www・Childline・Or・jp   



知事打●もいいよ  

電離式部b 
轡  

チャイルドライン。、  
全国どこからでも  
2008年11月10日㊥より荘面  

チャイルドラインのサくモく 回  
●ヒミツはまもるよ  

●どんなことも、いっしょに考える  
●名まえは言わなくてもいい  
●切りたいときには、切っていい  轡  ORコードでチャイルドラインの携帯サイトにアクセスで蕾ます▲  

18さいまでの子ともがかけるでんわずやイル拇イツ鴨  

0120－99一TTTT  
主催：特定非せ判活動法人チャイルドライン支援センター 社援：文部科学雀・厚生労■t・締務雀  

チャイルドラインってなあに？  
こせんようでんわ  

18さいまでの子どもがかける子ども専用電話です。  

こ許なやうれ 廃っているとき、悩んでいるとき、嬉しいとき、  

だれはな なんとなく誰かと話したいとき、かけてみてください。  
Fつきょう 

お説教はしません。ちょっと言いにくいことでも  
なまえい あんしんはな  
名前は言わな＜てもいいので、安心して話してください。  

きもたいせつゎ、んが あなたの気持ちを大切に、どんなことでもいっしょに考えます。  

●問合せ：特定非管制活鴨法人チャイルドライン支援センター  

TELO3T5312・1886（事務局）uRLhttp＝／／www．childIine．or．jp   



母と子のコミュニケーションを図る育児用  

ビデオ（DVD）作成事業  

実 施 報 告 書  

平成】＿9年度  

社団法人日本助産師会  

平成19年度独立行政法人福祉医療機構「子育て支援基金」（一般分）  

助成事業   



はじめに  

戦後のわが国は、高度経済成長を維、都市化、工業・商業仁義化、情報化が進行し、／一ど  

毒）を放り巻く環境も核家族化、少r一化、近隣との人l開聞係の希薄化等が＝然な7▲どもの発達  

環境の崩壊、家庭〝）養育機能の低1、▲を招来している′〕  

1960隼代にジョン・ボルビーは、r一どもの心〝）発達について親と「一の絆としてのボンディ  

ングの重要性を掟l円しているし 

また、ロヒ’、ン・カー・トス／ルナ、ィス・S・ワイ1トらはその著【育児室からの亡霊」で乳幼児期〝）j′一どもの  

発達には、遺伝・牛物′、邦勺要素や仙榊寺外傷等〝）要因と養育者〝）態度等の育児環境等の社会  

的要因が閲㌧し、．■帖章後数ヵバ閃の閲わりが特に重要であると述べているし、   

去た、社会的射人】としての養育ネのありん▲に閲して、成長してからの暴力防出二つながる  

養育者との安定二した愛着形成（、こ二0他首への共感、（烈ネガティブな情動を制御し心を均衡させ  

高次の認識処理能 ることを学習する機会、葦力を発達させる機会）の重要性を説いている、，   

最近、キレルF一ども、キレル人人が多くなり、学級崩壊、J′一ども虐待、Ⅰ）V、J′一段L、親  

殺し等々大きな封二会関越にな ／⊃ている。特に、 7・ども虐待の悲惨なニュースは毎［」のように  

流れている。   

その厘［太1は、胎兄期・乳幼児期の養育者と叫某イ系までさかのぼることができる∩ 二の特期  

〝）親の授乳・抱く、あやす等の愛帖たっぷりぴ）養育者の予どもへ♂）接しんやスキンシップ等  

がそのr一の・／上のニニろぴ）ありノノ▲をノノ向付け、r一ど≠〕ぴ）こころを育むこJ′一どもは、轟百者（け  

親）と・プ）関わりを通じて、他者に対する信相感・共感を学び、エリクソンのいう」甜．沌iを獲  

得する。。また同時に、泣くことにより赤ん坊は、素和こお腹が「ナーいた、オムツが気持ち悪い、  

抱いて欲しい等々〃）什分の気持ちを表現し、それを去た侵親が受け入れ、応えていくことに  

より、＝分が＝分であっていい」というl′」⊥H頼感あるいはl′】」肯定感を獲得していく。ニ  

れらのことにより、／一どもは、人生を肯定的に捉え、他肯とのポジティブな人間閲係を築い  

ていく心の頂点とも．；‾うべきありノノを乍びとっていくしJ   

また、9歳までの間に、心〃〕ブレーキとも．‡うべき抑制力〔／）育成上幸〕家庭における養育者  

のしつけともいうべき供けブり万の重要什が「；▲われている。」   

ニの重要な僅親〝）乳幼甘酢のナどもへの接しん・関わりノバま、従来親から／一に、J′一から孫  

にと家族間でまた、近隣の地域住民との聞で伝承されてきたアー市て文化ともいうべきもノ）で  

あるし〕都‥りと、核家族化等に伴いこれらの文化が継承されにくい現状がある   

このような現状を鑑み、二の度、独）－／二子J一政法人「］本福祉医療機構の「r▲育て文援基億」（一  

般分）助成を受け、養育者への教育支援教材として胎児期から乳幼兄期のr・どもへの閲わり  

ノノ・スキンシップの重要什をといたビデオ教材（1）VL））「ふれ愛▼」を作成した。   

r・育て支援の閲係昔をはじめ、養育者一の皆様に広く活月圧、ただき、楽しい育児が拡がり、  

j′一ど行虐待が二L例でもlリ川二され、すべての千ど≠）の心の健全な育成がなされることを心からJ  

願っている 
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Ⅰ 母と子のコミュニケーションを図る育児ビデオ（DVD）作成報告  

1．【ビデオ作成の目的】   

、ド成15隼度l】本J′▲どそ）ノ．り柑；小1二研究会教ff．講師こおいて、、巨成12牛度隼情180仙川．り   

子、－けとが推定され、約、仁放は牛後02カバであることが裾l，∵された  

死Lに乍らなくて子，、二の時期侶ネブレストが成1ふ後に及げす旧刊け瀦冴であろニヒが   

明らかにされていろ王た、梢や伸章．車け殆どが人肌関係の′′仁腔とJ‘われているが、その関   

係件は骨／ト後かrJゾ）ボンディン㌢形成に上る「情緒的応筈件」に上り右‘千われるニヒが川ト、J   

かにされている 

－ノバ十祝H、核家旅化の現作、付舟山）モデルが無い王まノ叉吐こ（ノ）ノ乏しい′卜後2力＝頃王で   

の我がJ′一へ〃〕対止二にl恒F】iし、心の「自てをl打祝したストレスノ）多いj′イデてをスタートさせ   

ていることが多く、ボンディング形成に関するけ親への教存友ほが必虻でぁり、その際、   

効果的な視龍教材が求められているそこで、／H＝1ボンディング什；JJにを化すことにとり、  

ト一拍糾勺ノノここ料、ノ相川一子われるJ′イデてやJ′一ど≠JJ．早待といったfデリ上／）危機的なエリこ況を少Lで≠）改差   

するために、姓帰及び「存て■い〃）付親及び家旅へ、映像にL上りル（ノ）サインソ）．甘みん‘と純J′－   

ノ）コミュニケ←シ三Jンぴ）ありノノがハ困′付こ信えることが川来る視党教材として、けとJ′一山   

コミュニケーー シ三Jンをlズ†るビデオ（Ⅰ）Vl））を作成した 保護誹▲をけじ粛）j′イfてに関ろL   

り多くの梓橋に清川される上う 、その洋及にもぅチめたい  

2．【ビデオ作成検討委員会】  

1）設置目的   

J′－ども虐待〃汗二とJ′・どもルL、を育むビデオ（Ⅰ）VI））教材作戌■け業に、⊥1たり、ビデオ山  

シナリオ作成及び作成でにl是jする検．㌻寸会を寺」‾◆う   

2）検討委員会構成  

委貰長  岡木f∴〔代「▲（本会刷会長）   

刷委＝k  ノ侶侶㍍右′一 川本助J凋巾会正邪支部理車）   

刷委員ユ遠  州＝俸尚美（本会ヤ務理率）  

委＝  上之？川l荘久美 川本助荘師会北諭朝川．淡＝）  

杏土1  f．舶壬け字J′▲（fJ本1リノ／渕巾会根本期≠．削り  

委il  榔塑久J′▲（膣症こj■這塾人′、神主′、；ご二部′卜児科．講師）  

委貢  越山茂代 曲浦搬頂上壱、前JAIノC代表）  

安土、1  雌」1二宮J′・（助吊粥一こ勤務助庫師）  

委員  汗角 二 二「一（職主1）  

委巨1  増‖美恵イ 川哉H）  

一1－   



3）検討委貞会開催日時および内容  

＜第1回ビデオ作成検討委員会議事録＞  

日時 ：平成19年6月5日（火）10：00～12：00  

場所：日本助産師会2階会議室  

出席者：岡本委員長、菅沼副委員長、加藤副委員長、渡辺、長谷川、岡田、越山、藤井  

江角、増田  

10：30～11：30ビデオ制作会社の出席3名あり  

書記  ：増田（事務局）  

1．本事業の概要説明   

岡本委員長より本事業の概要について資料に沿って説明。  

「より良い母子関係、親子関係を構築することにより育児の危機的状況を改善し、子ども虐   

待を予防することに繋がる。妊婦と子育て中の母親及びその家族に対して、親子のより良   

いコミュニケーションの取り方を具体的に指導する育児用教材を作成し、市町村保健セン   

ター等関係機関に配布する事業である。」  

2．委員の紹介   

岡本委員長より各委員の紹介。  
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委員長  岡本喜代子  

副委員長 菅沼美奈子  

副委員長 加藤尚美  

長谷川喜久美  

岡田啓子  

渡辺久子  

越山茂代  

藤井智子  

江角二三子  

増田美恵子  

（日本助産師会副会長）  

（日本助産師会京都支部理事）  

（日本助産師会専務理事）  

（日本助産師会思春期相談員）  

（日本助産師会思春期相談員）  

（慶応義塾大学医学部小児科講師）  

（助産院院長、前JALC代表）  

（助産院勤務助産師）  

（日本助産師会事務局長）  

（日本助産師会事務局職員）  

3．今後の事業の進め方  

1）検討会について   

検討会は日本助産師会で開催する。  

① シナリオ検討会は2回（6月5日、7月3日）行う。  

② ビデオ撮影検討会と修正検討会は一緒に行う。  

③応募ビデオの審査は藤井氏に依頼する。  

④ 編集内容の検討は途中で行う。その際にアンケートの検討も行う。  

⑤ 編集結果の確認と今後の普及検討会を一緒に行う。   

2）ビデオ撮影について  

（丑ビデオ撮影は基本的に京都で行う。  

ー2－  



老一般のガにホームビデオの碁集もイ十う〔 

③予算の関係上、ビデオ制作会社に緑彩を依頼する期間は1週間とする 

亘）ホームビデオを浦川して板野期間を短縮するし、最近のホームビデオは画像がょいので、   

H庫彼の場面などはホームビデオで撮影し、よい場面を進んで上手に編集する 

⑤ビデオ制作会社にホームビデオの粘りノノを文書で敢えてもらい、京都の幌彩常に渡す  

また、ブロ川のカメラを貸してもらう（貸Lj1料チ無料）。   

⑥予めいくつか場面を鋸影してプロに見てもらう′。   

の次回の委H会圭でにポイントとなるシーンが視れるように、京都でできるだけホームビ   

デオの撮影を子」二う 

：う）報苦書  

ビデオ及び袖寺土子苦は7000部作成し、支部、 行政、閑適川体等に配付するノ  

1．ビデオ（1二）VI〕）について  

1）コンセプトについて   

けチのコミュニケーションの中でも、専門家が見ると意Lし締）ある場面がある、、付J′一〝）絆   

を示す場面を耐像できちんとり」り放ることで、家族ヤ一般（ハノバこもインハクトのある映像   

となり、専門家の専ll冊牛も上がる∴ け「の身近にいる助ノ捌巾だからこそ感じることぴ）でき   

るけ子のコミュニケーション場耐を撮揖し、解説を加えることで、け親がり己と〃）コミュニ   

ケーションを自然に身につけられるようなビデオとする「、   

2）対象者 ：妊婦と裾婦及び0歳児（幼児は対象にしない）   

こミ）作成教材：ビデオではなくDVDとする。   

4）時間  ：約30分を目安とする。〕  

く第2回ビデオ作成検討委員会議事録＞  

l川‡  竹｝丈二L9隼7Jゴ3し］（火）10：00～12：00  

場所  Lj本助産師会2階研修会  

H席者：菅沼副委員長、加俸副委員長、渡辺、長γりIl、岡H、越山、藤井、汗ffj、増H  

ll：00～12：00ビデオ制作会社の出席2㌢－あり  

欠席者：【河本委員長  

書記  ：増H（事務右】））  

細工t～  

（甘原副委員長より）  

1．遠野（わらべ歌）に交渉に行ったが、ビデオ任用の「承を得られなかった。 

2．ビデオ制作会社上りビデオを倍町受け、委員が撮影を開始した√J  

議事  

1．前回屈指穣綽）確認  

2．シナリオの内容検討  

－3－   



①前回の意見を参考に場面を並べ替えた。   

②生まれたての赤ちゃんの場面から始め（ビデオの意味を伝える）、赤ちゃんに焦ノたを当て  

る。   

③2（渡辺先生のコメント）の前に、3（出産直後の早期接触）、4（入院中の赤ちゃん）、  

5（母子同室）の場面をまとめる。   

④1（クーイング）の場面は、19（赤ちゃんの意識が冴える姿勢）の前に入れる。   

⑤今後、撤影して、映像をみながらシナリオを修正していく。  

3．今後のスケジュール   

1）撮影について   

①予算上、撮影目数を減らし、撮影スタッフは最小限の人数で行う。   

②10月第1週の上曜日を中心とした4日間に関西の槻影を行う。   

③渡辺先生の撮影は会議時に行う。   

2）ビデオ編集について   

①撮影した良い場面は自分たちの感性で切り取り、編集者任せにしない。   

②菅沼副委員長がビデオ制作会社で第¶一段階のビデオのふるいわけ（絶対使わないものを   

捨てる）を7月中に1回行う。   

3）公募について   

①以下の2場面のビデオを公募する。   

・お母さんと赤ちゃんが向き合って話しているところ   

・はいはいする赤ちゃん、よちよち歩きをする赤ちゃん  

②ビデオの主旨をよく説明し、ボランティア（謝礼はなし）で、京都新聞の紙上で公募す   

る。  

③ビデオは返却せず、この目的以外には使用しないことを明記する。  

④8月末までにテープ又はDVDで応募してもらう。  

4．その他   

コンセプトの確認  

「赤ちゃんに対する尊厳のある、インパクトのあるビデオ」とする。  

＜第3回ビデオ作成検討委員会議事録＞  

日時：平成19年10月1日 川）10：30～17：30  

場所：日本助産師会4階会議室  

出席者‥岡本委員長、菅沼副委員長、長谷川、岡臥江角、増田、ビデオ制作会社2名  

欠席：渡辺、藤山、越山  

書記：増田（事務局）  

議事  

1．Ⅰ）VDに使用する映像の選定（第1回目）  
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＊ホームビデオで撮影した映像の中から、以卜の場面の映像を選定したしノ   

妊娠「f丁：妊婦健診   

出産前後：′家族の関わり、初回授乳、H産後の杜児、わらべ歌、粋性的没頭   

家森先生と新生児・2ケ月児：姿勢のポイントの説明、腹臥位、迫視、微笑  

：うカ月児：電車を見る、絵本を見る、腹臥位   

おんぶ：台所、散歩、盆踊り   

愛着 （1歳）：動物㈲  

2．今後のスケジュールの検討  

1）京都での撮影  

11：00′一し12：00  

15：（）0′一＼－  

2）東京での撮影  

15：00′＼ノ16：00  

1（う：00～17：00  

10ノj5［1（金）  

ベビーマッサージ（京都府助産師会）  

件■圭一‾先／上二のコメント、池田先生の説明、′実演（あゆみ助産院）  

】0月18fj（木）  

i†し乙女先′Lエコメント撮影  

渡辺11J巨コメント撮影（予定）   

3）I）＼JDに使川する映像の選定（第2回H）  

10ノ］26l】（金）、29し」（差）、30しj（火）のうち、ビデオ制作会社の都合の良いH程  

とする 

こう．次回委員会  

10月 ＝＝」（木） ‖）：こう0～15ニ00  

次回スケジュール  

10：こう0～12：0（）   Ⅰ）＝）タイトル、アンケートなどの検討  

1ニう：00へ′15：00（P定）撮影ビデオ検討会  

＊ニの時ノたまでに搬影したビデオの試写を行い、検討する。  

く第4回ビデオ作成検一汁委員会議≠録＞  

＝昨 、n或19隼10上ヨ18［」（木）10：30～19：00  

場所 ：日本助†童師会 4階会議室  

J川南者：岡本委妄1長、菅沼副委員長、加藤副委員長、渡辺、長谷川、岡田、江角、増田  

13：00′、、一19：00ビデオ制作会社のノノ2キ′－  

欠席者：越Ill、藤井  

書記 ：増＝（事務＝）  

報H  

（ビデオ制作会社上り）  

1．ニれまでの板彩について  

京都で〃）舶影は10J】5し】に終」ノした。ノ  

2．講師コメントの撮影予定について  
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10月18日 14：00～15：00 渡辺久子先生  

15：00～16：00 早乙女智子先生  

16：00～17：00 菅沼副委員長または岡本委員長  

議事  

1．前回議事録の確認  

2．DVDタイトルの検討   

「赤ちやんとの楽しいふれ愛～母と子の豊かなコミュニケーションのために」に決定。  

前編：新生児編、後編：乳児編とする。  

3．10月5日撮影分の内容検討   

①試写を見ながら、必要な映像を決定し、テロップやナレーションを決定。   

②新生児の抱き方は、人形ではなく本物の児で撮りなおす。   

③おんぶの実演は帯の当て方が不安定なので、同じ児で頼りなおす。  

4．評価アンケートの検討  

（ヨアンケート案に基づいて検討し、設問を修正。  

（訝DVDを使用するまでには至らないため、活用状況の把握ではなく、析用予定を尋ねる。   

③Mではなく、郵送で返信してもらう。  

5．本日撮影の内容確認  

渡辺先生、早乙女先生、岡本委員長の撮影を予定通りに終了し、内容を確認。  

6．今後のスケジュール  

来週中   撮りなおし場面の撮影  

1月上旬： ナレーションを入れる（ナレーションには立ち会う）  

2月中旬： DVD納品  
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＜第5回ビデオ作成検討委員会議事録＞  

目時：平成19年11月20日（火）10：30～16：00  

場所：日本助産師会 4階会議室  

出席者：岡本委員長、菅沼副委員長、加藤副委員長、渡辺、長谷川、岡出、江角、増旧  

ビデオ制作会社の方2名  

欠席者：越山、藤井  

書記 ：増田（事務局）  

議事  

1．前回議事録の確認  

2．編集内容の検討  

テロップやナレーションの検討を行い、修正。  

3．前回からの取り直し分の検討   

1）抱っこについて  

．
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、
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撮影内容の重複部分を整理。   

2）おんぶについて  

おんぶひレの完成場面、兵児帯の台所場面、家庭菜園の場面を採仔上 

4．10ノj18［］撮影分の内容検討   

インタビューの撮影は非ノ常によい内容だった、  

5．nVロジャケソトの検討   

①表にはイラストではなく写真を人れる。、   

②次回写真を持ち寄り、その中から選択する（二女√氏にも写真の貸出を依頼する）。  

（諌ジャケッrl・の仁いに人れる説明岩も次回までに考える 印刷」】、長芥川、岡本）  

④ジャケットぴ）央耐二人れるⅠ）V【）内容や協力者などそ）次回までに考える′＝〕  

6．評価アンケー トの確認   

アンケートは次隼度に子」二うことにする（ 

7．今後のスケジュール確認  

最終試写、最終シナリオ決定（5回ビデオ作成検討委員会）  

ジャケット決定  

ナレーション録音立ち会い  

DVD完成、発送「定  

12月  

1月中  

2ノj  

＜第6回ビデオ作成検討委員会議事録＞  

廿時 ：平成皿9隼12パ17fJ（月）10：00～15：30  

場所 「】本助産師会 4階会議室  

出席者：岡本委員長、菅沼副委員長、加藤捌委日長、良谷」ll、岡＝、越山、藤井、江角、岬  

H、ビデオ制作会社び）ん2名  

欠席者：渡辺  

書記：増田（や務＝）  

議事  

1．前Fil議事録の條．認  

2，シナリオ・舶影分の最終内容〃）検討   

①車前に配布されたシナリオに基／ういてテロツフとナレーションの表現を検一汁。  

②越山委貢に授乳場面iを見てむらい、テロツブとナレーションを修jl三。   

③試写を観ながら、ナレーションとテロップの最終的な追加、修正し）   

④岡本委員長のコメントの追加鴨川は28日に決定。〕   

⑤Ⅰ）VI）のテロップには廿潰甘の詳細な肩書きは入れず、出演者、協力者は別に記載。   

⑥出演者、協ノノ者の氏㌢，、肩書きなどは12パ28日の文字入れまでに確孟‰   

⑦ラストクレジットは12月28し1までに確認。  

こi．パッケージ〝）検討  
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1）ジャケット表面について   

①三好氏の写真は高額のため、貸出の依頼ができなかった。   

②候補の写真を持ち寄ったが、その中からは表紙の写真を決定できなかった。   

③顔ではなく、母の手を乳児が握っている写真を今週中に撮影する。   

2）ジャケット裏面について   

①裏面の写真はビデオのカット写真を使う。   

②リーフレットの予算がないため、ジャケット裏面にDVDの目的などの説明を入れる。   

③裏面に入れるDVD内容や協力者などは12月28日までに確認する。  

4．今後のスケジュール確認  

12月28日：文字入れ  

1月8日：ナレーション（17：00人形町のスタジオにて）  

マスターテープ完成  

1月10日：ジャケット完成  

2月中旬 ：コピー完了 → 発送  

5．その他  

報告書の作成について検討。  

＜第7回ビデオ作成検討委員会議事録＞  

日時 ：平成20年1月8日（火）17：00～21：00  

場所 ：STUDIO GLAO  
出席者：岡本委員長、長谷川、岡田、増田、ビデオ制作会社の方2名  

欠席者：菅沼、渡辺、加藤、越山、藤井、江角  

書記  ：増田（事務局）  

議事  

1．ナレーション吹き込み立会い  

2．音楽挿入立会い  

3．吹き込み内容検討及び修正立会い  
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4）制作スケジュール「赤ちやんとのふれ愛」   

（DVD製作スケジュール）  

6月   第1回ビデオ作成検討委員会   

7月   第2回ビデオ作成検討委員会   

第3回ビデオ作成検討委員会  

撮影VTR検討会  
10月  

京都撮影打ち合わせ  

京都撮影   

ヨ
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嶺
川
瑚
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11ノ」   第4回ビデオ作成検討委員会   

12J二】   第5回ビデオ作成検討委員会   

昌二楽 、ナレーション録り  

マスターテープ 、メニュー画面、チャプター画面データー確認  
1JJ  

f）Vl）検，征盤による映像及び動作確認  

r）Vl）ブレス開始   

2月   りVr）ブレスプこj′   

（ナレーション及び音楽ミックススケジュール）  

月   
内容   

〔巌終試写及び最終シナリオ決定〕  

11月  
・メニュー画面 ジャケットデザイン案 確定   

〔巌・最終試写及び最・最終シナリオ決定〕  

12ノ」  ・メニュー 画面 ジャケットデザイン案 確定  

・音楽打ち合わせ   

1月10l1ジャケット、レーベルのデザインデータ一握出  

ジャケット印刷開始  

1」j  1J川ー旬  ナレーション録音、汁楽ミックス作業  

マスターテーープ完Jナ  

1月20し！  りVI）コピー開始   

2ノ］   2J川」旬 1）VI）コピー完1′   

5）作業経過  

H時   作業内容   

平成19年6」］5「1  第1回ビデオ作成検討委員会   

15 日  A氏に晒語の取材依頼（岩手県遠野市、不成功）   

18日  あゆみ助産院に撮影依楓〕カメラ子酎ナる。   

20 日  あゆみ助荏院 妊婦の集い擬影   

22「＝1  Ⅰう氏宅．彷間、おんぶ梶影依頼、兵児帯貸し山し、おんぶ練習   

26 し二：j  C氏妊婦健診根影   

30「」  Ⅰ〕氏から生後1隼5カ月間のホームビデオ届く   

7．Jj 3L］  第2回ビデオ作成検討委買会   

9H  Ⅰて氏出産・授乳撮影  

京都新ri目礼に“去ちかど’へホー ムビデオ公募投稿   

14ト1  E氏卜帖童撮影、ド氏廿1座主撮影   
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17 日  産裾の生活撮影   

18日  京都新聞社に“まちかど”へホームビデオ公募再投稿   

23日  京都新聞社訪問ホームビデオ公募依頼  

聖ヨゼフ整肢園にて、家森先生と撮影打ち合わせ   

24日  G氏出産ケア撮影   

26日  G氏産裾ケア撮影   

27日  B氏宅撮影、京都新聞社取材   

28日  G氏産裾ケア撮影   

8月9日  京都新聞社に、今回の撮影に関する記事掲載   

10日  めばえの会代表に面会し、9月例会で家森先生の撮影依頼   

24日  KBSラジオ出演し、ビデオ作成計画とホームビデオ募集   

9月1日  めばえの会にて家森先生の指導場面撮影、ⅠⅠ氏・Ⅰ氏出演依頼   

9日  J・K氏の授乳場面撮影   

12日  L氏宅で3ケ月撮影   

13日  L氏宅で寝返り場面撮影   

21日  あゆみ助産院院長・職員との撮影打ち合わせ   

22 日  M氏の抱っこ撮影   

10月1日  第3回ビデオ作成検討委員会   

4日  ベビーマッサージ会場下見、担当助産師と打ち合わせ   

5日  京都助産師会館にてベビーマッサージ撮影  

あゆみ助産院にて院長と池田助産師撮影   

7日  N氏授乳場面撮影（越山助産師指導）   

18日  第4回ビデオ作成検討委員会   

24日  あゆみ助産院で0氏母子の抱っこ撮影   

31日  B氏宅にて兵児帯おんぶの手順撮影   

11月9日  B氏宅にておんぶ紐の手順輯影   

12日  P氏宅にて新生児のうつ伏せを撮影   

20日  第5回ビデオ作成検討委員会   

12月17日  第6回ビデオ作成検討委員会   

1月8日  第7回ビデオ作成検討委員会   

10日  ジャケットデザインの確認   

22日  マスターテープ、メニュー画面、チャプター画面最終確認   
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3．【ビデオ（二DVD）作成シナリオ】  

1）「赤ちやんとの楽しいふれ愛」新生児編  

2）「赤ちやんとの楽しいふれ愛」乳児編  
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こ
ん
ど
は
、
お
母
さ
ん
が
横
抱
き
を
し
て
み
ま
 
 
 

し
た
「
）
 
 
 

思
い
思
い
に
気
持
ち
を
電
ね
る
親
子
‥
㌧
 
 

抱
っ
こ
”
は
、
赤
ち
や
ん
と
の
一
体
感
が
得
ら
 
 

れ
る
有
効
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
す
。
 
 

縦
抱
き
の
指
導
 
 

＋    ＋    ＋    ＋    ＋    ＋       ＋    ＋    ＋    ＋     ＋    ＋     ＋       ＋     ＋    ＋    ＋  
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一
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－
■
■
■
■
－
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－
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＋
 
…
越
山
さ
ん
‥
授
乳
の
ポ
イ
ン
ト
解
説
 
＋
 
＋
 
 
 

疲
れ
た
時
や
夜
な
ど
に
、
こ
う
し
た
楽
な
姿
勢
も
 
 

あ
る
の
で
試
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
の
ま
ま
眠
る
こ
 
 

と
も
で
き
ま
す
。
 
 

■
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
兼
ね
て
 
 

赤
ち
や
ん
が
お
乳
を
探
し
て
い
ま
す
。
 
 
 

坐
っ
て
授
乳
し
て
い
る
時
と
同
じ
よ
う
に
、
お
母
 
 

さ
ん
と
赤
ち
や
ん
の
、
お
腹
と
お
腹
を
ぴ
っ
た
り
合
 
 

わ
せ
ま
し
ょ
う
。
 
 
 

赤
ち
や
ん
に
お
お
い
か
ぶ
さ
ら
な
い
よ
う
に
気
を
 
 

つ
け
て
…
。
 
 

授
乳
時
の
抱
き
カ
・
含
ま
せ
方
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
 
 
 

お
母
さ
ん
と
赤
ち
や
ん
の
、
お
腹
と
お
腹
を
ぴ
っ
 
 

た
り
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
 
 
 

お
母
さ
ん
は
後
ろ
に
も
た
れ
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
 
 

ま
し
ょ
う
。
 
 

赤
ち
や
ん
が
大
き
な
口
を
開
け
た
ら
、
引
き
寄
せ
 
 

ま
す
。
 
 

生
後
八
目
の
、
い
ち
ほ
ち
や
ん
の
授
乳
で
す
。
 
 
 

授
乳
は
な
ん
と
い
っ
て
も
、
赤
ち
や
ん
の
生
活
の
 
 

中
心
。
そ
の
授
乳
が
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
も
楽
し
い
 
 

幸
せ
な
時
間
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
 
 



母
と
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
育
児
用
ビ
デ
オ
 
パ
ー
ト
②
 
 

『
赤
ち
ゃ
ん
と
の
楽
し
い
ふ
れ
愛
 
 

－
一
1
－
 
 
 

②
乳
児
編
』
 
 

十
九
分
四
十
秒
 
【
シ
ナ
リ
オ
完
成
稿
】
 
 



【
う
つ
ぶ
せ
】
 
ポ
イ
ン
ト
 
 

①
新
生
児
の
頃
か
ら
一
日
数
回
 
 

【
う
つ
ぶ
せ
】
 
ポ
イ
ン
ト
 
 

①
頭
が
重
い
の
で
、
お
尻
を
低
く
 
 

②
腕
を
肩
幅
に
寄
せ
る
 
 

③
必
ず
大
人
が
見
て
い
る
 
 

生
後
十
六
日
の
よ
う
ち
や
ん
 
 

【
体
の
軸
を
ま
っ
す
ぐ
に
す
る
姿
勢
】
 
ポ
イ
ン
ト
 
 

①
ヒ
ザ
に
の
せ
、
足
の
裏
を
合
わ
せ
る
 
 

②
頭
が
反
ら
な
い
よ
う
に
支
え
る
 
 

③
正
面
か
ら
名
を
呼
ぶ
 
 

④
目
が
合
っ
た
ら
、
ゆ
っ
く
り
横
に
移
動
 
 

●
新
生
児
の
う
つ
ぶ
せ
写
真
 
三
面
割
り
 
 
 

新
生
児
の
ゆ
う
ご
ち
や
ん
 
 

●
家
森
先
生
 
運
動
姿
勢
の
ポ
イ
ン
ト
 
 

聖
ヨ
ゼ
フ
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
副
施
設
長
 
 

家
森
百
合
子
先
生
 
 

体
の
軸
を
ま
っ
す
ぐ
に
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
 
 

3
ケ
月
ま
で
の
大
切
な
課
題
で
す
 
 

●
家
森
先
生
と
新
生
児
 
（
井
上
よ
う
君
）
 
 

②
赤
ち
ゃ
ん
の
力
を
引
き
出
す
方
法
 
（
六
 
 

う
ま
く
で
き
た
ゆ
う
ご
ち
や
ん
 
 
 

う
ま
く
で
き
ま
し
た
！
 
 

－
一
∞
－
 
 
 

生
後
十
六
日
の
よ
う
ち
や
ん
で
す
。
 
 

赤
ち
や
ん
の
体
の
軸
を
ま
っ
す
ぐ
に
す
る
姿
勢
を
 
 

紹
介
し
ま
す
。
 
 

＋
 
＋
 
‖
 
家
森
先
生
の
実
演
・
解
説
‥
 
 

体
の
軸
を
ま
っ
す
ぐ
に
す
る
 
 

体
の
軸
を
ま
っ
す
ぐ
に
す
る
姿
勢
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
 
 
 

お
母
さ
ん
の
ヒ
ザ
に
乗
せ
、
赤
ち
や
ん
の
足
の
裏
 
 

を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
 
 

頭
が
反
ら
な
い
よ
う
に
支
え
ま
す
。
 
 
 

正
面
か
ら
名
前
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。
 
 

目
が
合
っ
た
ら
、
ゆ
つ
く
り
横
に
移
動
し
ま
す
。
 
 
 

う
ま
く
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
き
っ
と
家
族
の
 
 

歓
声
が
あ
が
り
ま
す
。
 
 
 

先
生
 
「
四
ケ
月
検
診
で
何
か
お
か
し
い
と
感
じ
る
赤
ち
や
ん
‥
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＋
 
 

は
、
体
の
軸
が
曲
が
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
を
臭
っ
直
‖
 
 

＋ ＋  

う
つ
ぶ
せ
は
新
生
児
の
頃
か
ら
、
一
日
数
回
行
い
 
 

ま
し
ょ
う
。
 
 

泣
い
た
り
、
眠
っ
た
ら
や
め
ま
し
ょ
う
。
 
 

生
後
十
三
目
の
ゆ
う
ご
ち
や
ん
。
赤
ち
や
ん
は
一
 
 
 

ケ
月
を
過
ぎ
る
と
、
 
お
乳
以
外
で
泣
く
こ
と
が
多
く
 
 

な
る
の
で
、
う
つ
ぶ
せ
遊
び
は
と
て
も
役
に
立
ち
ま
 
 

す
。
こ
れ
は
、
呼
吸
や
晴
乳
、
運
動
機
能
な
ど
の
発
 
 

達
に
も
有
効
で
す
。
 
 

う
つ
ぶ
せ
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
 
 
 

頭
が
重
い
の
で
段
差
を
少
し
っ
け
て
、
お
尻
を
低
 
 

く
し
ま
し
ょ
う
。
 
 

腕
を
肩
幅
に
寄
せ
ま
す
。
 
 
 

必
ず
大
人
が
見
て
い
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 
 

ぐ
に
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
三
ケ
月
ま
で
に
必
要
…
」
 
 



●
1
ケ
月
の
そ
う
ち
や
ん
 
（
石
黒
そ
う
し
ポ
）
 
 
 

・
先
生
と
 
 
 

暗
譜
を
誘
う
高
い
声
 
 

【
散
歩
や
食
卓
を
囲
む
と
き
の
抱
き
方
】
 
 

ポ
イ
ン
ト
 
 
 

①
大
人
と
同
じ
方
向
を
見
る
よ
う
に
抱
く
 
 

②
片
手
で
お
尻
を
支
え
、
他
の
腕
で
体
を
支
 
 
 

え
る
 
 
 

③
赤
ち
ゃ
ん
の
ヒ
ジ
を
前
に
 
 

【
卜
に
寝
か
せ
て
話
す
場
人
〓
】
 
ポ
イ
ン
ト
 
 

ま
っ
す
ぐ
向
き
合
い
、
目
を
見
て
話
か
け
る
 
 

③
日
常
生
活
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 
 

（
▲
 
分
四
十
秒
）
 
 

●
二
．
ケ
月
の
そ
う
ち
や
ん
 
 

拉
の
幡
で
お
話
～
お
訪
い
っ
ば
い
 
 

●
絵
本
を
見
る
 
 

苗
色
の
ひ
よ
こ
で
興
奮
す
る
 
 

●
屋
外
の
歩
き
～
電
車
を
見
に
行
く
 
 
 

－
一
∽
－
 
 
 

「
■
■
－
■
■
■
■
二
■
■
■
－
■
1
■
●
■
■
■
■
一
－
1
■
■
 
 

再
び
先
生
か
ら
赤
ち
や
ん
と
の
、
い
ろ
い
ろ
な
関
 
 
 

わ
り
方
を
聞
き
圭
し
ょ
う
、
J
 
 

そ
う
ち
や
ん
は
一
▲
ケ
月
。
 
 

こ
の
頃
に
な
る
と
顔
を
見
て
笑
い
、
ア
ー
ウ
ー
の
 
 

略
語
が
出
て
き
ま
す
。
 
 

し
か
け
ま
し
［
う
。
 
 

二
ケ
月
に
な
っ
た
そ
う
ち
や
ん
は
、
と
て
も
よ
く
 
 

お
母
さ
ん
の
表
情
を
読
み
取
り
ま
す
〝
ノ
 
そ
し
て
、
答
 
 

え
て
く
れ
る
人
に
、
こ
ん
な
に
い
っ
ぱ
い
お
話
し
て
 
 
 

い
ま
す
 

外
は
わ
く
わ
く
す
る
未
知
の
仲
界
‥
㌧
 
 
 

そ
う
ち
や
ん
、
じ
つ
と
電
車
を
見
送
っ
て
い
圭
す
 
 
 

散
歩
を
始
め
た
一
ケ
月
頃
と
は
だ
い
ぶ
変
わ
っ
て
 
 
 

き
蓋
し
た
。
 
 

散
歩
や
食
卓
を
囲
む
と
き
の
抱
き
万
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
 
 

大
人
と
同
じ
ん
向
を
見
る
よ
う
に
抱
き
蓋
し
上
う
 

片
手
で
お
尻
を
支
え
、
他
の
腕
で
体
を
支
え
圭
す
 

赤
ち
や
ん
の
ヒ
ジ
を
前
に
目
し
て
支
え
圭
し
土
う
 
 

卜
に
寝
か
せ
て
話
す
場
八
［
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
 
 

赤
ち
や
ん
と
ま
っ
す
ぐ
向
き
合
い
、
口
を
見
て
謡
 
 
 

絵
本
も
人
好
き
…
 

黄
色
い
ひ
よ
こ
が
気
に
人
っ
て
い
る
よ
う
で
す
 

尖
演
、
解
説
＝
卜
に
寝
か
せ
て
話
十
ん
法
 
 

実
演
、
解
説
‥
散
歩
や
食
卓
を
囲
む
抱
き
ん
 
 

■
 
■
 
l
 
■
 

■        ＋       ＋       ＋  



－
N
O
－
 
 
 

＋ ＋   

七
ケ
月
の
り
ゆ
う
ち
や
ん
の
お
母
さ
ん
が
、
お
ん
 
 
 

ぶ
を
し
て
盆
踊
り
の
稽
古
を
し
て
い
ま
す
。
り
ゆ
う
 
 

ち
や
ん
が
随
分
喜
ん
で
い
ま
す
。
一
緒
に
踊
り
に
行
 
 
 

く
の
が
楽
し
み
で
す
ね
。
 
 

お
ん
ぶ
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
 
 

首
が
坐
っ
て
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
 
 

赤
ち
や
ん
の
脇
に
帯
を
通
し
て
、
高
い
位
置
に
背
 
 

負
い
ま
す
。
 
 

赤
ち
や
ん
の
足
は
し
っ
か
り
開
き
ま
し
ょ
う
。
 
 

固
定
す
る
ま
で
は
、
ず
り
落
ち
な
い
よ
う
注
意
し
 
 
 

ま
し
ょ
う
。
 
 

■
ど
う
し
て
お
ん
ぶ
す
る
の
で
す
か
？
 
 

赤
ち
や
ん
は
、
目
覚
し
く
発
達
す
る
時
期
と
、
そ
 
 
 

の
後
に
続
く
訳
も
な
く
む
ず
か
る
時
期
を
、
何
度
も
 
 
 

く
り
返
し
な
が
ら
成
長
し
ま
す
。
こ
ん
な
時
、
お
母
 
 
 

さ
ん
の
背
中
で
一
緒
に
行
動
で
き
る
お
ん
ぶ
は
、
一
 
 
 

人
に
と
つ
て
、
と
て
も
嬉
し
い
方
法
で
す
。
 
 

こ
う
し
た
作
業
の
時
に
も
、
お
ん
ぶ
は
便
利
で
す
。
 
 
 

あ
き
ち
や
ん
、
い
つ
の
ま
に
か
お
母
さ
ん
の
背
中
 
 
 

で
夢
の
中
‥
・
。
 
 

「
お
ん
ぶ
を
し
た
ら
ラ
ク
チ
ン
、
ラ
ク
チ
ン
で
ー
す
」
 
 

お
ん
ぶ
の
た
め
の
紐
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
 
 

発
達
に
応
じ
て
使
い
分
け
ま
し
ょ
う
。
 
 

些r  ノ；－一l  一 ！ ＝＝＝＝－＝・＝妄こ ▼・J」’ ∵  



－
N
一
1
 
 
 

（
牛
几
牛
 
オ
イ
ル
を
塗
っ
て
く
だ
さ
い
」
）
 
 
 

触
れ
る
二
と
は
親
子
関
係
を
育
て
る
う
え
で
、
欠
 
 

か
せ
な
い
重
要
な
表
現
で
す
〕
．
上
供
を
満
ち
足
り
た
 
 

気
持
ち
に
さ
せ
、
親
自
身
も
幸
福
感
を
感
じ
る
よ
い
 
 
 

機
会
と
な
り
圭
す
 
 
 

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
間
、
た
え
ず
ア
イ
・
コ
ン
タ
 
 
 

ク
ト
を
と
り
、
話
し
か
け
た
り
す
る
こ
と
で
、
親
耗
 
 

な
閑
係
を
築
き
、
親
子
の
維
を
深
め
ま
す
。
 
 
 

家
で
一
▲
人
で
も
で
き
圭
す
が
、
二
う
し
て
会
場
に
 
 

川
か
け
て
、
大
勢
の
親
子
と
交
流
す
る
こ
と
も
と
て
 
 
 

も
楽
し
い
二
と
で
す
。
 
 

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
会
場
で
す
。
一
▲
ケ
月
か
ら
 
 

一
茂
頃
ま
で
の
赤
ち
や
ん
が
い
ま
す
′
J
 
 
 

、
ヘ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
母
と
「
の
、
と
て
も
よ
い
 
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
ひ
と
つ
で
す
。
 
 

■
始
め
た
ね
ら
い
 
 



「
一
■
■
■
 
 
 

－
N
N
－
 
 背

中
で
盆
踊
り
を
楽
し
ん
で
い
た
り
ゆ
う
ち
や
 
 

ん
は
三
蔵
四
ケ
月
…
、
家
族
で
動
物
園
に
来
て
い
ま
 
 

す
。
 
 

初
め
て
見
る
ヤ
ギ
が
恐
い
様
子
…
、
 
 
 

お
母
さ
ん
に
促
さ
れ
ま
す
。
 
 
 

お
母
さ
ん
を
信
頼
し
き
っ
て
い
る
の
で
、
大
変
な
 
 

冒
険
も
で
き
ま
し
た
。
 
 

ゆ
う
と
君
、
撫
で
る
動
作
は
で
き
な
い
の
で
す
が
、
 
 

触
り
方
が
や
さ
し
く
な
っ
て
、
小
さ
い
子
へ
の
配
慮
 
 
 

が
で
き
ま
し
た
。
 
 

ゆ
う
と
君
と
ミ
ル
ち
や
ん
で
す
。
 
 
 

「
こ
ん
に
ち
は
」
 
を
す
る
ミ
ル
ち
や
ん
。
 
 
 

ゆ
う
と
君
は
体
重
計
に
と
て
も
興
味
を
持
っ
て
い
 
 

ま
す
が
、
ち
ょ
つ
と
気
に
し
て
大
人
の
顔
を
振
り
向
 
 

き
ま
し
た
。
 
 

こ
ん
ど
は
、
ペ
 
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
足
で
蹴
っ
て
遊
び
 
 

始
め
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
、
お
母
さ
ん
が
ス
リ
ッ
パ
な
 
 

ど
を
足
で
よ
け
る
の
を
見
て
、
そ
れ
を
真
似
す
る
よ
 
 
 

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
 
 
 

こ
の
時
期
、
子
供
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
な
が
 
 

ら
、
身
近
な
大
人
に
、
振
り
返
っ
て
相
談
し
ま
す
。
 
 

こ
の
確
認
行
動
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
レ
フ
ア
レ
ン
シ
ン
 
 

グ
と
言
い
、
こ
の
時
、
大
人
に
あ
た
た
か
く
見
守
ら
 
 

れ
る
体
験
が
社
会
性
を
育
み
ま
す
。
 
 

■
ま
と
め
 
 
 

※
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
兼
ね
て
 
 

．
 ∃
H
 
 
 



A
．
【
≠
ヰ
≠
旬
－
同
画
画
藤
】
 
 
こ
＼
人
ヾ
寸
－
皇
画
軌
 
 
 

∴  

赤らやんとの  
楽しい戊れ  

赤
ち
や
ん
と
の
楽
し
い
ふ
れ
璧
 
 

母と子の豊かなコミュニケーションのために  

〓
と
．
ぃ
い
曲
▲
＝
か
な
 
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
」
ン
い
た
め
に
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ますが、お母さんが安心して妊娠生活が送れるような支援を行います。  

赤ちゃんは、お腹にいるときから呼びかけには応えますので、人格を持つ人とし  

て話しかけることが大切です。お母さん、お父さんが妊娠中に日常的な声掛けを  

している場合は、生まれた後の声掛けに敏感に反応します。また、妊娠中からの  

声掛けは、生まれてからの赤ちゃんとのコミュニケーションもとりやすくします。  
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（赤ちゃんを覗き込むお付さん）  

お産後、お付さんの体が落ち着くと、ホちゃんを飽きることなく見詰める時期が   

あります。，この時矧のおけさんは、まるで巣篭もり現象のように、ホちゃんに没   

頭していたい気持ちになりますrJこのような状況を作りやすくするよう、周りの  

人達が肋けてあげると、赤ちゃんのお世話も楽しくなり、お母さんらしい気持ち  

を高めることにもなり圭す  

妊娠中歌っていた「わらべ款」等を歌うと、赤ちゃんは「ジー」とお付さんの顔  

を見つめます。  
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（ビデオの目的について、渡辺医師のコメント）  

生まれたばかりの赤ちやんは、すぐにお母さんに出会おうとしてr一・生懸命に働き  

かけ、楽しいやり取りを始めます。お母さんもひき込まれるように赤ちやんに惚  

れ込み夢中になって育児をします。これは日本古来からみられた自然な姿であり、  

赤ちゃんの心の土台作りとなっていました。しかし、現代は安心して赤ちゃんと  

ゆっくり触れ合う環境が失われてきています。赤ちゃんとお母さんの豊かな出会  

いをもう▲度見つめなおし、放り戻していただきたいと願っています。  
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（ホちゃんの抱きノノ）  

お腹の申から交流していても、′ホちゃんがなぜf、■工くのか分からないことがしばし  

ばあり圭す、、その様な時には、′ホちゃんを抱きしめてあげると′安心して泣きやみ  

ます√、赤ちゃんの気持ちにノ在り添い、安全で、抱く人〝）魚担も少ないホちゃんの  

抱きノノにはいろいろあり去すJ  

おけさんのお腹とホちゃん〝）お脱を合わせ、お付さんぴ）心臓の首を問いてもらえ  

る様な抱きノノをすろとホちゃん紅安心しお母さんとホナノやんの会ふ†幸）弾み去す「 

また、ホちゃんは、お腹のLfJではお付さんソ〕軌きと 一緒に折れていますので、揺  

らしてあげると安心します、抱／〕二は赤ちゃんと什）一体感が得〔）れる有▲効なコミ  

ュニケー シ‡Jン手段で車）あります  
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（授乳方法）  

授乳は、赤ちゃんの生活の中心になりますが、お母さんにとっても楽しい幸せな  

時間であって欲しいものです。それには、ちょっとした工夫で、授乳時間をリラ  

ックス時間にすることができます。  

お母さんと赤ちゃんのお腹を合わせ、赤ちゃんの耳と腰と足が一直線になるよう  

にすると、赤ちゃんの顔の前にお乳が来るので、赤ちゃんは自分でお乳を探し始  

めます。大きな口をあけたら、お母さん側に引き寄せると、自分からお乳を吸い  

始めます。座布団やクッションを使ってお母さんが楽な姿勢を保ったり、疲れた  

ときや夜などは、寝たまま飲ますこともできます。  
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（産科l矢と⊥て早一乙女医師のコメント）  

人間は、本来哺乳動物です。女什としてノj経をみたり、妊娠したりHl産したり授  

乳したりすることむ、一連の流れは女性にノiえられた特権のようなものです。赤  

ちゃんにおっぱいをあげることは、栄養だけでなく、愛情であり、つながりであ  

ったりし去す′）また、コミュニケーションをとる機会にもなりますが、お付さん  

にとっても人きなメリットとなりますし。特に妊娠叶－からの赤ちゃんとコミュニケ  

ーーションをL又lることは、生まれた後のコミュニケーションをスムーズにすること  

につながります′ 妊娠中から休の準備をし、女性として／J・えられた身体の仕組み  

を活かして「二†分らしい出産や授乳をし、7一どもとの生活を楽しんでいただきたい  
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（乳児編の紹介、岡本助産師のコメント）  

楽しい赤ちやんとのコミュニケーションはお腹の中から始まっています。乳児と  

の接し方で、どうしたら赤ちゃんの持っている力が発揮しやすいか、専門医師と  

助産師にお話していただきます。赤ちゃんの抱っこやおんぶの仕方、スリリング  

やベビーカーなどを上手に取り入れて、家族ぐるみで育児を楽しんでいただきた  

い。  
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（体の軸を去っすぐにしている様／一）  

4カ月健診で何かおかしいと感じる赤ちゃんは、体の軸が曲がっていることが多  

くあります。生後ニiカ月までに体を真っ直ぐにしてあげる配慮が必要です「、おけ  

さんの膝に乗せ、赤ちゃんの足の裏を合わせ、頭がそらないよう支えます〉 直面  

から名前を呼び、［二】が合ったら、見つめながらゆっくりお甘さんの顔を横に移動  

すると、ノホちゃんの視線もついて来ます 

生後2カ月くらいになると、1二l占Jきに指せるとL′け）で真っ直ぐになるよう努ノノし  

圭す。【h面から向き合い話しかけると効米的です 

生後3カノ＝こなると、色々なものを見たい時男＝こ入り圭すし）お札さんとlrlじIhJき  

に抱くと見やすい姿勢となり、赤ちゃんはH分も仲間に人った気になります〔、こ  

の抱きノノは、赤ちゃんの首を座り易くします 
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（散歩の様了一）  

赤ちゃんにとって、外はワクワクする未知の世界です。天候のよい日の散歩は赤  

ちゃんだけでなく、お母さんの気分も爽快にさせます。散歩の回数が重なる毎に、  

赤ちゃんの興味も変わってきます。  

－32－  

‾Tl  

l▼   



（おんぶソ）様／▲）  

人歩きをするまでは、お付さんは赤ちゃんからF1が．許せませんr また、外山の  

ときの行動は中々「川1が利きませんしノ そこで、おんぶをすると両干が＝由になり  

家事をし易くしたり、外山時も動き易くなります，赤ちゃんにとてもお促さんと   

緒に行動でき安心できます 
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（ベビーマッサージ）  

赤ちやんとお母さんの良いふれ愛の機会になります。お母さんの手のぬくもりが  

大切ですので、赤ちやんを暖めるような感じで行うとよいでしょう。また、赤  

ちゃんは人の顔が大好きなので、顔をしっかり見てあげることが大切です。赤ち  

やんが声を出したら同じ声をかけながら行うと、お母さん自身が自分のr一ども  

が吋愛い、愛おしいと思えるようになります。  
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（大人へ〃）確認）  

「どもは成長につれ色々なことに興味をf、Ifったり、人人のまねをしますが、初め  

ての体験のときなどは、大人に相談するように振り返ります〔：この日寺の大人の支  

持が索郎こ身について／レール感の基礎ができます（〕肯定できることはしっかり肯  

定し、否定的なことは優しく修1上しましし上う 
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（渡辺医師からのまとめのコメント）  

赤ちやんがお母さんとお父さんのあつい思いに育まれながらお腹の中で育ち、家族  

みんなの応援の中で生まれてくるお産のすばらしさが実感できたと思います。人生  

の最初の数年間が一番大切と思います。色々のことがあり、一目一目がヒヤヒヤ・  

ドキドキ、楽しい目もありますが、迷ったり不安も一杯あります。  

育児は、うまくやろうとしたり技術を上手にやろうと思わないで下さい。育児は技  

術ではなく真心です。自然の楽しい真心とお母さんの祈りがあれば、育児は誰でも  

うまくいきます。困ったりしたとき、自分ひとりで背負い込まないで、皆の教えを  

得ながら乗り越えることで、赤ちやんもお母さんも大きく成長します。こういうこ  

とが、丁寧に暖かく積み重ねることが、人生の生涯にわたる心の上台作りになりま  

す。この時期はとても大事で、辛いことがいろいろ有りますが、皆の応援を得て乗   

り越えやすく工夫しながら、楽しく・手ごたえのある日々を子どもと楽しんでいた  

だきたいと願っています。  
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